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序

‘

.

徳

ガ
時
代
人

史

的

研

究

は

、
全
体
.と
し
て
そ
れ
ほ
ど
進
ん
だ
領
域
と
書
い
難
い
が
、
華

、
初
期
に
関
し
て
は
、
性
と
ん
ど
研
究
さ
れ 

て
t

な
し
'

^

態
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
依
拠
す
べ
き
資
料
が
.、
量
的
に
も
質
的
に
も
、
制
約
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
来 

る
の
で
、
強
ち
研
究
者
の
怠
慢
と
い
う
わ
け
.
.に
は
ゆ
か
な
い
。
'多
く
の
研
究
者
が
利
用
す
る
村
毎
の
宗
門
改
帳
に
し
て
も
、
そ
の
成
立
は
ほ
ぼ
寛 

文

年
間

(
一

六

六

丁一

六
七
三)

.

の
こ
と
.

で
あ
り
、
且
つ
、
現
存
し
利
用
し
う
る
初
期
の
宗
門
改
帳
は
、
量
的
に
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。

着

の

‘

経
験
で
は
.

享

伢

(
一

七

I

六—

.

.一
七
三
六
.

)

以
前
、
特

に

議

(

ー
六
八
八
丄
七
〇
四)

以
前
に
つ
い
て
は
、

連
年
の
宗
門
改
帳
が
残
さ
れ
て
い

る
例
は
、
極
め
て
稀
な
の
で
あ
^

.

時
代
を
さ
ら
运
れ
ば
、
資
料
は
ま
す
ま
す
.乏
し
く
な
るQ

は
当
然
で
、
寛
文
年
間
以
前
に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
全
く
宗
門
霞
に
は
期 

待
I

な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
.
そ
れ
で
.
は
資
料
は
全
く
.な
い
の
か
，、
と
云
え
ば
、
決
し
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
0
近
年
大
い
に
注
目
を
集 

め
て
来
た
初
»

の
人
別
改
帳
*

人
畜
改
帳
類
が
.
そ
.れ
で
_あ
る
。
尤
も
、
こ
の
猶
の
史
料
に
対
す
る
現
在
の
学
界
の
関
心
は
、
人
口
統
計
資
料
と 

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み

新 刊 紹 介  

中川友長著『経済統計の方法 j  .......................... 佐 藤 保 130



- 

ニ 

(

ニ
ニ
ニ)

.

.

し
て
の
検
討
に
I

の
で
，は
な
く
、
I

よ
’
う
な
史
料
の
作
成
さ
れ
る
社
会
f

 
3

っ

た

き
 

史
礼
の
成
立
事

情

、】

 

主
第
の
構
造
、

て
農
村
の
社
会
的
構
造
と
い
っ
た
面
が
専
ら
讓
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
'

こ

う

い
っ
た

間
題

に

つ

い
1

、
 

い
く
つ
か
の
業
績
が
あ
り
、
馨

も

、.
.か
？

論
及
し
？

 

I

繰
り
返
す
I

な
い
。
I

、
史
料
の
成

立

は

、
n

よ
“

農
i

l

證

f

 

f

重

で

I

と
、

ま

た

、
I

た

め
■

が

、
当

靈

I

か
ら
、
證

人

i

多
っ
て

1

ィ
っ
た
と
>

う
.

こ
と
：は

念
頭

に
置

く

必

要

が

あ

ろ

う

。

今

日

、

'わ
れ
わ
れ
が
利

用

し

う

る

こ

の

種

の

史

料

で

、

ま
と
ま
っ
た
.
最

も

初

期

の

も

の

は

、
小
倉
藩
人
畜
改
帳
で
あ
.
^

こ
の
史
料
f

、
慶 

長
十

四

(

H

6

九)

•

同
十
六

(
H

ハ
ー.一

)

•
元
和

八

年

a

六

ニ
ニ)

の
小

倉
藩
領
、

'

豊
前
•
豊
後
両

国

各

村
.
の

石

高

•
家

数

•
人

数

•
牛
馬
数 

等
を
書
上
げ
た
も

の

で

ぁ

る

。

次
節
で
示
す
如

く

、

調
査
の
年
代
や
地
域
f

っ
て
、
記

載

内

容

に

は

か

な

り

の

相

違

が

あ

り

、

芯
ず
し
も
統
一 

U

た
：I

に

よ

る

調

査

で
I

I

い
難
い
が
、

星

初

期

I

昼

ハ

通

し
I

ら
れ
る
特
徴
.

I

、
統
計
的
処
理
に
際
し
て
の

制

限

に

な

っ

て

い

る

。

ぁ

本

稿

で

は

、

こ
の
史
料
を
、

人

口

統

計

資

料

と

し

て

用

い

、

必

要

な

検

討

を

加

え

、
I

定

さ
I

繁

i

い
て
全
国
人
口
の
推
計
を 

t

み
。る

?

ぁ

る

-

i

s

轰

」

て

塵

と

は

と

難

い

も

の

に

、
統

計

的

分

析
f

f

」

と
の
3

鐘

_

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

f

し

力

し

、
I

徳

川

初

期

に

つ

い

て

は

、

研

究

上

の

窘

が

あ

り

、

こ

れ

を

早

急

に

埋

め

る

必

要

の

あ

る

こ

と

、

ま
た
、

い

か

な

る

鸯
 

て
も
、
記

載
I

備

は

免

れ

え

な

い

の

で

あ

り

、

こ
れ
に
.適

当

な

修

正

を

加

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

か

ら

、

そ
の
I

意

し

て
W

 

用

す

れ

は

、
資

料

と

し

て

決

し

て

統

計

的
I

全
く
堪
え
え
.な

い

も

の

で

は

な

い

こ

と

か

ら

、
敢

え

て

屢

に

踏

み

切

っ

た

次

第

で

あ

る
。

' 

大

き

く

い

え

ば

、

日

本

の

歴

史

に

お

い

て

、

こ
の
種

の

史

料

が

作

成

さ

れ

、

そ

の

時

代

の

人

口

構

成

に

つ

い

|

少
で
も

資

料

を

提

供

し

て

く

.

る

の

は

大

化

霧

善
8

1

」

て
作
成
さ
れ
た
l

_

s

編
®

零
」

と

で

あ

り

、

そ
S

八
•

九
I

屋

S

白
が
ち

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
こ
の
史
料
の
存
在
意
義
は
大

き

い

。

す
で
に
述
べ
た
如
<4)

、
着

が

現

在

行

い

つ

つ
t

l

時
代
の
人

n

研
1

、

や
は
り
村
毎
に
残
る
連
年
の
宗
門
改
帳
分
析
の
集
成
を
中
核
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
つ
は
、

宗
門
改
帳
の
み
が
人

口

資
料
で
は
な
い 

し

ま
た
そ
れ
力

多
く
は
一
村
限
り
の
デ

丨

タ

に

す

ぎ

な

い

と

こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
試
み
る
よ

う

な

一

つ
の
地
域
の
研
究
も

な

さ

れ

て

よ

い

。

そ 

し
て
、
繰
り
返
す
如
く
、
初
期
の
研
究
は
、
別
箇
の
資
料
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

理
由
も

挙
げ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(

l

j

こ
s

c i

で
、
。延

憲

年

(

二
ハ
七
S

以
降
明
治
に
至
る
ま
で
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
、
搴

S

門
改
帳
を
整
理
分
析
し
た
I

国
神
海
村
の
研
究 

野
« #

研
究
会
神
海
村
共
同
研
究
班「

大
垣
藩
領
美
濃
国
本
巣
郡
神
海
村
の
戸
口
統
計」

(

三
田
学
会
雑
誌
、
五
十
三
の
十
.
十
一
合
併

(

2「
)

拙̂

!「

m

数
人
数
改
と
役
家
に
つ
い
て」

(

慶
應
義
塾
経
済
学
会
編『

経
済
学
年
報』

I

所
収
、
昭
和
三
十
三
年)

参
照
。
な
お
、

所
三
男 

近
1

初
抑
の
百
姓
本
&」

(

高
村
象
平
•

小

松

芳

篇『

封
建
制
と
資
本
制』

所
収
、
昭
和
三
十
一
年)

は
本
稿
と
関
係
深
い
。

(

3

)
『

大
日
本
近
世
史
料
小
書
人
畜
改
帳』

全
五
冊
、

昭
和
三
十
一
丨

三
十
三
年
。

d

浴
1

稿

「

徳
ガ
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
I

海
西
郡
神
戸
新
田
の
宗£

：

改
帳
分
析—

」
(『

三
田
学
会
雑
誌』

五
十
九
の
一
所
収
、昭
和
四
十
一
年) 

ニ

史

料

に

つ

い

て

小
倉
藩
人
畜
改
帳
を
、
そ
の
記
載
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
三
つ
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
H

、
単
に
村
毎
の
石
高
、
家
数
、
 

人
数
、
牛
馬
数
等
の
総
数
を
記
す
も
の
丨
元
和
八
年
の
豊
前
国
規
續
•

田
川
郡
•

京
都
郡
• 

#

1

•下
毛
郡
•

宇
佐
郡
•

豊
後
国
国
東
郡
. 

速
見
郡
各
村
の
史
料
。
ま
た
、
同
年
の
豊
前
国
築
城
郡
V

上
毛
郡
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
他
郡
の
議

と

同

じ

で

あ

る

が

、

村
高
の
記
載
を
欠
い
て 

I

る

，
：

c

村
毎
の
家
別
改
の
形
式
を
と
る
も
の
ー
慶
長
十
四
• 

土
ハ
年
の
豊
後
国
速
見
郡
。
但
し
慶
長
十
四
年
の
史
料
は
部
分
的
で
あ
る
。
 

m
、

射
毎
の
人
別
改
の
形
式
f

f

Q

I

元
和
八
年
の
速
見
郡
各
村
丨
0

従
っ
て
、
速
I

に
関
し
て
は
、
H

、』

、
曾
三
種
が
あ
る 

こ
と
に
/£

る
。
検
討
を
加
え
る
必
要
か
ら
、
こ
れ
ら
を
例
示
し
て
お
こ
う
。
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. 

-
 

.

/
- 

• 

•

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
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三
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有
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「

牢
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窀

人

J®
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三
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こ
し
ぬ
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八
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歳
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上
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拾
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下
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男
数
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数
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武
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元
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八
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豊
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京
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高
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「

高
四
百
八
石
五
斗
三
升一

一
一
合
三
勺 

. 

'
1

家
数
三
拾
六
軒

一
男
女
数
六
拾
九
人

牛
馬
数
拾
疋

内

武八
疋疋

馬牛

春 春 春  春 春 春 眘 泰 春 志 春 奉
間 間 間 間 間 間 間 間 卩 邊 間 間 間

U

 

B
慶
長
十
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年
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付
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春
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A

慶
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豊
後
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衛
門
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-
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し
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同

せ
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も

ん 

间

せ
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も

ん 

同

す

ち

や
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同

こ
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引
 

同

う

は

.

肝

煎

八

郎

夫

婦

_

つ
ち

二
人

ぅ
は
*

与
十
郎 

五
郎
ニ
郎 

赤
房
’

助
三
郎 

市
郎
'

七
郞 

天
，ね
ん 

甚
.五
郎 

甚
四
郎 

与
七
郎
.

又
ニ
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四
人 

武
人 

'夫
婦 

夫

婦

，

夫
婦

武
人

夫
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同
男
子
弥
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同
男
子
土
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同
女
子
武
人 

同

母 
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■同
下
女
武
人

同
小
者
源
次
郎
夫
婦 

.同
' 

男
子
よ
し
房 

同
名
子
与
十
郎
夫
婦 

同
名
子
五
郎
次
郎
夫
婦 

.

同

男

子

栗

房

，

同
名
子
助
三
郎
夫
婦 

同
名
子
七
郎
夫
婦 

同
男
子
天
然 

同
小
者
甚
五
郎
夫
婦 

同.

小
者
甚
四
郎
夫
婦 

.同
小
者
与
七
郎
夫
婦 

同
小
者
文
次
郎 

.

同
下
女
四
人

同
禅
門
夫
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.

す
ち
や
み

同
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新
ニ
郎
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こ
し
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け
.
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拾
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拾
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廿
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人

1
.
1

良
'
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春
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新
三
郎 

太
郎
ニ
郎

夫
婦 

J
そ
ぅ 

彦助
九
郎 

せ
ん
も
ん

甚
九
郎 

あ
か
春
人 

弥
十
郎 

有
人 

春
人

氺
氺

庄
屋•

肝
煎 

*

男
子 

女
子 

下
女 

う
は 

名
子

荒

し

子

醫

巻
間 

春
間

春
間

有
間

有
間 

有
間

春
間 

眘
間

有
間

¥
略

同

め
^
^
ら
ぅ̂

.

.
肝
煎
一-
,

八
郎
夫
婦

同
男
子
次
郎
夫
婦

同

.
禅
門
' 

.

牢
人同

助
右
衛
門
夫
婦

彦

右

衛

門

夫

婦

.

同
男
子
こ
そ
ぅ
夫
婦

同
.
男
子
彦 

せ
ん
も
ん 

同
陰
居
夫
婦

同
小
者
助
九
郎
夫
婦

同
小
者
®

二
郎

同
名
子
仁
九
郎
夫
婦 

ゐ
ん
き
よ 

同
親
夫
婦

同
下
女
窀
人 

牢
人 同

弥
十
郎
夫
婦

同
お
ぢ

.…
…
(

中

略

)

：

.
：

•

家
数
合
八
拾
六
間

内
六
拾
八
間
ハ
_

ぢ

|

^

5
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?
不
立
分 

/
拾
八
間 

本
百
姓 

人
数
合
式
百
廿
窀
人

内

3

茬)

拾
九
人

三
人
. 

五
十
有
人 

拾
人 

X

拾
武
人 

以
上

せ
ん
も
ん 

牢
人 

女
房 

病
者 本

百
姓

氺
氺

(H
元
和
八
年
豊
後
国
速
見
郡
東
畑
村

(

由
布
院
江
戸
御
料
所(

似)
「

高
参
百
参
拾
武
汩
六
斗
窀
升
九
合
三
勺
三
才
*
. 

'東
畑
村 

庄
屋

一
.
作
介 

歳
-t
一
 

女
房 

• 

年
廿 

下
女
た
ま 

•

年
四
拾
五 

同
鶴
寿 

年
五
拾

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国

人
口
推

計

の

試

み

廿
七
人 

廿
有
人

三
t

人

内

子

大
小
男
子
共

隐
居
お
ぢ
4

ん
も
ん
共
-一

名
子 

牢
人 

病
者 

う
は 

庄
屋

小
者
共
-

肝 母  
煎 共

六
人
.

.

.

拾
有
人 

八
人 

武
人

(

^

有
人 

塞

錢

共

ニ 

右
合
0

百
三
人 

役
不
立
分 

X

拾
八
人
，
 

本
百
姓 

百
姓
手
前
-

1

有
之
牛
馬
之
事
'

合
六
拾
有
疋
.

、

J ,
(

寄
力)

(

あ
力)

内
^

九
疋
ハ
年
0

牛
• 

□

し
お
.
れ
•
牛
ノ
子 

P

拾
疋
ハ
あ
し
め
•
老
馬
共
ニ

.

X

三
I

疋

内

灿

岐

^

牛 

売
申
牛
馬
之
事
但
右
之
外 

以
下
略)

…
…

駄

下
人
与
七
郎 

同
又
次
郎 

下
女
ふ
く 

名
子
助
三
郎
.

年
五
拾
ニ
牛
窀
疋 

年

三

拾

牛

或

疋
 

年
三
拾 

.

年
四
拾
八

七

(

ニ
ニ
七)



男
子
鬼
寿 

名
子
藤
ニ
郎 

女
房

名
子
悠
ー一

郎 

女
房

右
親
弥
左
衛
門
' 

女
房
/

.
右
母 

下
女
宮 

女
子
ふ
て 

男
子
と
ら

百
姓 九

右
衛
門 

女
房

下
女
才
他 

同
千
代
寿 

名
子
助
市 

女
房

.

.

.

.

.

(

中

略

)
…

.

E
R

女
合
武
百
参
拾
七
人 

内

年
拾
八 

年
卅
ニ
ニ 

年
廿
八 

年

册

四
. 

年
三
拾
春 

年
五
拾 

年
四
拾
五 

年
七
拾
五 

年
册
五 

年
十 

年
拾
六

歳
参
拾 

年
廿
四

年
S

ハ 

年
五
拾
ニ 

年
廿
四
.

■年
廿
窀

窀
人

武
拾
四
人 

拾
^
人 

五
拾
窀
人

庄
屋 

百
性

年
寄
親
共 

名
子

女
房
：

■

右
親
五
郎
次
郎 

女

房

.

男
子
長
'.
:

, 

名
子
太
郎 

女

房
.

下
人
藤
七
。

下
人
千
代
房 

下
女
亀 

名
子
甚
五
郎 

女
房

下
人
与
三
郎
' 

. 

同
藤
五
郎 

同
.j.

ハ
郎 

.下
女
こ
ち
よ

年
四
拾
ニ 

年
六
拾
四 

年
六
拾
四 

年
拾I

I

 

年
卅1

1

 

年
廿 

年
卅
四 

年
拾
四 

年
三
拾
有
. 

年
五
十U

 

年
四
拾
五

年
五
洽
ン 

年
卅
五 

S

J

拾 

年
拾
五

. 

拾
九
人 

拾
麽
人 

九
拾
五
人 

武
拾
四
人

牛
馬
合K
拾
蹇
内

|

楚

ポ

牛
.

.

八

牛
窀
疋

牛
有
疋

馬

這

牛
有
疋

牛
武
疋 

馬
窀
疋

拾
五
ョ 

拾
五
ョ 

女下
人

リ V 
下 上

最

も+:!

い3
1

の
資
料
は
、
本
稿
の
0

的
か
ら
す
れ
ば
ほ

と

ん
I

用
す
る
余
地
が
な
い
.
。
た

だ

と

■

対
照
し
、.
検
討
を
加
え
る
と
い 

う

作
業
力

す
で
に
抒
三
男
氏
に
よ

っ

て
な
さ
れ
て
い
る
審
指
摘
し
て
お
こ
う
。

氏
に
従
え
ば
、
史
料
の
記
載
形
式
か
ら
判
断
す
る

限

り

、

領 

主
に
よ
る「

家」

の
捉
え
力
は
a

の
方
ガ
.「

当
を
得
て
い
る
と
見
ら
れ
る
.
が
、
然
し
今
日
迄
の
こ
の
時
伏
の
諸

研

究

に

よ

っ

て

み

る

と

、

元
和

の
場
合
の
方
?

m

.

.

.

.
引
用
者)

が
事
実
に
近
い
生
産
構
造
を
示
し
て
い(

^5)

J

と

さ

れ

て

い

る

。

こ
こ
で
明
ら
力

な

こ

と

は

卜
の
史
和
は

©

を
甚
礎
に
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

I

の
、
村
毎
の
総
計
数
禀
す
史
料 

は
各
ネ
毎
で
：

n
r

の
形
式
に
よ
る

人
，^

調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
齡
計
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

史
料
の
雙
方
を
有

す

る

速
見
郡
の
例

を

み

れ

ば

当 

然
で
、
こ
こ
に

示
す
ま
で
.

も

な
い

。

も

ち

ろ

ん

、

当
時
の
知
的
水
準
か
ら
、.
人
別
調
査
の
集
計
が
正
確
に
行
わ
れ
た
と

は

言

い

難

く

、
寧

の

、、、
 

ス
は
あ

る

と

し

て

も

、

卜
の
総
則
の
数
字
が
、
単
に
村
役
人
の
指
出
し
に
.
.よ

る

の

で

は

な

く

、

一
定
の
調
査
に
基

く

も

の

で

あ

る

こ

と

は

、

こ
の 

数
字
に
方

し

て

一
定
の
證
で
、
霞

を

お

く
こ
と
を

可
能
に
し
て
.

い
る
。

董

郡

以

外

の

霧

に

も

、

⑶
の
核
式
に
よ
る
•調
査
が
行
わ
，

e
、 

史
料
が
作
成
さ
れ
た

こ

と

は

疑

い

な

い

。

‘

こ
こ
で
史
私
の
数
字
力「

一
定
の
範
囲
で」

信
頼
で
き
る
と
し
た
の
は
、
い
か
な
る
統
計
的
資
料
で
も
共
通
す
る
こ
'

と

で

あ

ろ

う

が

、
特
に 

歴
史
統
計
資
料
の
場
合
、
十
分
霊
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
宗
門
改
帳
の
分
析
に
際
し
て
の
考

慮

す

べ

き

点

に

つ

い

て

は

、
先
稿 

で
示
し
て
お
い
た
。
次
節
で
は
、
具
体
的
に
こ
れ
を
示
し
な
が
ら
分

析

を

進

め

て

み

よ

う

。

(

1

)

大
日
本
近
世
史
料
小
倉
藩
人
畜
改
帳
ニ』

ニ
四
六—

七
頁
所
収
。

.

(

2

)

同

一

、

三

一

八

丨

三

ニ

五

頁

所

収

.0
ゝ

(

3

)

同
一
、

ニ
五
九—

ニ
七
一
頁
所
収
。

(

4

)

同
.
五
、

ニ
ー
一
七
丄
四
六
頁
所
収
。

.

.

(

5

)

所
三
與
、
前
掲
論
文
'
 

一
三
四
頁
。
：

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
幽
人
口
推
計
の
試
み 

三

i



:
三

人

畜

改

帳

の

分

析

I

，
人
.裏

i

、
人
i

資
料
と
し
て
I

I

い
。
ま
た
、
擊

の

資

誓

い

か

ら

、
I

望

す

る

，」

と

も

甚

だ

困

難
で
あ
る
。
勢
い
、
補
正
を
行
お
ぅ
と
す
れ
ば
、.
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
こ
れ
と
異
る
も
の
を
持
つ
て

来

な

け

れ

ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
出

た
と
え
は
、
前
節
で
示
し
I

の
形
式
を
と
る
史
料
か
ら
、
逾
載
さ
れ
て
い
る
各
村
民
の
年
令
を
検
討
す
る
と
、
第

一

表

の

如

く

で

あ

る

。

こ

H
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撕
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械
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1
3
.

oo

れ
は
一
見
し
て
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
不
自
然
さ
を
持
っ
て
い
る
.0

即
ち
、
特
定
の
数
、
〇
、

一
、
三
、
五
、
八
に
終
る
年
令
の
比
率
が
高
い
。
そ 

し
て
こ
の
傾
向
は
高
令
者
ほ
ど
顕
著
で
、
別
符
•

石
垣
両
村
の
二
十
一
才
以
上
を
と
る
と
、
最
も
高
い
比
率
禀
す
も
の
は
、
末
尾
が
〇
で
終
る 

場
合
で
、
全
体
の
二
割
以
上
を
占
め
、
最
低
の
四
で
終
る
場
合
に
比
べ
る
と
'
六
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
頻
度
の
高
い
五
例
の
占
め
る
割
合
は
、
 

全
体
の
七
三
％
に
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
実
際
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
明
ら
か
に
年
令 

讓

の

不
2-
1
/
1

)

を
示
す
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
末
尾
が
〇
、
五
、
で
終
る
ヶ
|

ス
が
多
い
の
は
、
.現
在
の
人
口
調
査
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る 

現
象
で
あ
る
が
、

一
、
三
.
、
八
、
等
が
多
く
、
四
が
少
いQ

は
、
数
字
に
対
す
る
好
悪
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
知
的
水
準
の
技
い 

段
階
、
戸
籍
制
度
、
調
査
方
法
の
不
馨
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
例
は
歴
史
統
計
を
取
り
扱
う
際
に
雲
し
な 

く
て
は
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も
し
史
料
が
連
年
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
起

り

に

く

く

、

又
あ
っ
た
と
し
て
も
補
正 

が
可
能
で
あ
る
が
、
と
の
人
畜
帳
は
そ
う
で
な
く
、
補
正
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
、，。

し
か
し
、
以
上
の
不
備
は
、
五
才
き
ざ
み
、
又
は
十
才
き
ざ
み
の
年
令
別
構
成
表
で
は
表
面
に
は
出
て
来
な
.

い
。

第
一
図

は

、

速
見
郡

油
妓 

院

(

現
由
布
院
>

、
横

灘

(

別
府
附
近)

、

木

付

(

現
件
築)

廻
り
合
計
七
十
六
力

村
の
史
料
に
登
録
さ
れ
た
人
口
六
四

四

四

人

中

、

年
令
不
明
の」

 

四
人
を
除
い
た
残
り
の
、
五
才
き
ざ
み
年
令
別
構
成
で
あ
る
。
七
十
六
力

村
の
内

、

別

苻

(

現
別
府)

•
石

垣
•

浜
脇

•
小

野

小

平

•
立

石

の

い 

わ
ゆ
る
横
灘
地
方
の
五
ヵ
村
に
関
し
て
は
、
年
令
{ハ
十
一
才
以
上
の
人
口
が
ほ
と
ん
ど
震
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
も
亦
、
現
実
卖
十
一
才
以 

上
の
者
が
い
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
調
查
宾
十
才
以
下
と
し
た
た
め
で
I

う
。
よ
っ
て
こ
れ
を
斜
線
で
示
し
、
I

で
き 

る
よ
$

に
示
し
て
お
い
た
。

.

こ
の
図
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
男
女
別
、..い
わ
ゆ
る
性
比
の
ア
ン
、、ハ
ラ
ン
ス
、
第

二

は

、
.若
年 

令
層
が
非
常
に
少
数
で
I

と
い
う
こ
と
で
、
両
者
が
重
な
っ
た
窶
、
ニ
0

才
以
下
の
享
の
数
I

し
く
少
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
亦
、
 

あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
、
享

お

よ

び

羣

令

層
S

録
が
極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と
禀
し
て
い
る
。

U

 

Q

よ
i

人
口
構
成
が
あ 

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

一

一

(

ー
三
ニ)



と

そ
れ
力
ら
外
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
享
や
老
年
、
年
少
者
の
調
査
は
疎
略
と
な

り

、

第
.一
図
の
如
き
窶
が
出
る
と

と

に

な

る

の
で
あ
る
。

し
力
し
そ
れ
で
は
こ
の
図
は
全
く
無
価
値
な
も
の
.だ
ろ
う
か
？

. 

i

く
み
る
と
、
と
の
図
に
お

い
て

も
、

あ
る
年
令
層
以
上
の
構
成
は
あ
り

う
べ
き
分
布
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
男
女
共
、
三
十
才
以
上
の
分
布
は
、
正
常
な
分
布
で
あ
る
か
ら
、
少
く
も
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
記

載
に
は
一
定
の
信
憑
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
性
比
も
三
十
一
才
以
上
に
限
っ
て
み
る
と
一
一
一
〇
と
な
り
、

こ
れ
は
徳
川
時
代
の
数
f

し

て
は
あ
り
得
る
数
値
で
I

。
そ
こ
で
、.
こ
れ
を
基
と
し
て
、

史
料
に
は
現
わ
れ
な
い
者
を
含
め
た
全
人
ロ
を
推
定
で
I

い
も
の
で
あ
ろ
う 

か
？考

察
宰
す
に
当
っ
て
、
ま
ず
、
三
十
一
才
以
上
の
人
口
数
は
、
男
女
と
も
現
実
の
人
口
数
で
あ
る
と
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仮
空 

に
は
実
は
根
拠
は
な
.い
わ
け
だ
が
、.
も
し
こ
れ
が
事
実
の
何
割
か
を
示
す
こ
と
が
明
瞭
に
か
っ
た
ら
、
推
計
人
口
を
そ
れ
に
比
例
し
て
修
正
す 

• 

?

よ
V

力

ら

で

あ

る

鮮
.は

，

的
に
は
、
そ
れ
程
難
し
い
も
の
で
は
な
い
。
な
る
べ
く
条
件
を
共
に
す
る
他
の
年
令
別
構
成
比
率
を
持 

っ
て
来
て
こ
れ
に
代
入
す
れ
は
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、.
実
際
に
は
こ
の
作
業
も
困
難
で
、
同
じ
よ
う
.
な
条
件
の
と
こ
ろ
で
、
適
当
な
事 

例
力
あ
る
力
と
言
え
、は
少
く
も
現
在
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
I

.

る
事
例
の
内
か
ら
探
し
出
す
で
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
地
威
の
上
か
ら
言
っ 

て
言
で
あ
り
、
.次
に
年
代
の
点
で
も

、

忘

史

料

が

こ
Q

I

調
査
Q

f

も
古
い
も
の
で
あ
る
だ

け

に

、

他
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

さ
ら
に
、
正
確
か
、
或
い
は
そ
.れ
g

い
人H

Q

年

令

別

構

議
I

業
た
め
に
は
、
.

塵
が
完
全
で
あ
る
か
、
S

は
多
少
の
不
備
が
あ
っ 

て
も
、
前
後
の
関
係
や
附
随
す
る
史
料
か
ら
望
の
可
能
な
場
合
に
限
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
し
て
く
れ
る
の
は
、，
や
は
り
連
年 

の
宗
門
改
帳
：で
あ
っ
て
、
初
期
に
独
立
的k

行
わ
れ
た
人
別
改
で
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
な
る
べ
く
こ
の
時
期
に
近
い
連
年
の
宗
門
改
膜 

研
デ
の
成
果
と
1

う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
3-

れ
も
亦
、
分
析
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
い
。
第

一

節

で

夏

し

た

義

国 

神
海
村
の
例
が
僅
か
に
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
か
ま
た
こ
の
他
、

.
未
発
表
の
も
：の
と
し
て
、
旱
筆
者
の
手
で
進
め
ら
れ
て
い
る
震
国
横

内 

杓
の
ヶ
丨
ス
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
丨
タ
か
ら
三
十一:

才
以
上
の
年
令
人
口
の
全
人
ロ
に
対
す
る
割
1

?

と
第
二
表
の
如

く

で
|

°

神
^

 

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み
' 

ニ
，
-

.

\

第 1 図年令別人ロ構 成 (元和8 年豊後国速見郡 )

図中斜線め部分は別府. 
石垣• 钙脇• 小野小平. 
立石の5 力村 

数字の（）内は上記5 力 
村を除いゐ分：

400 人 300 200

る
と
す
れ
ば
、

「

絶
滅
型」

と
で
も
い
う
べ 

.
、
き

も

の

で

あ

ろ

う

が

、

一
村
や
一
一
村
な
ら
.ば 

' 

.と
も
か
く
、
速
見
郡
の
七
十
六
力
村
に
つ
い 

て
こ
の
様
な
事
実
は
な
か
っ
た
と
断
定
し
て 

よ
い
。
何
故
こ

の
よ
へ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
る 

か
と
#

え
ば
、
こ
れ
は
こ
の
史
料
の
作
成
さ 

れ

た

.
目

的

が

然

ち

し

め

た

と

云

う

他
は
な 

い
。
さ
き
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
史
料
の
作 

ら
れ
た
目
的
は
、
傲
民
の
賦
役
労
働
力
の
調 

查
に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
家
数
改
か 

ら
人
別
改
に
進
む
と
、
賦
役
負
担
能
力
の
あ 

る

者
、
す
な
.わ
ち
、
十
六
才
以
上
六
十
才
に 

至
る
男
子
の
数
が
調
查
対
象
と
な
る
に
至
っ. 

た
。
尤
も
、
元
和
の
調
查
で
も
、
慶
長
の
調 

查
に
み
ら
れ
る
家
^
改
の
性
格
は
完
全
に
は 

脱
却
し
え
な
か
っ
た
事
は
、
前
節
の
引
用
例 

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
も
か
く
調 

查
目
的
の
一
つ
に

こ
の
よ
う
な
謹
が
入
る



.

.

.
 

I

含
め
る
か
ど
う
か
J

s

l

し
、
I

、
五
才
以
下
の
人
口 
I

い
の
は
、
出

生

む

』

M

来
す
る 

も

の

力

参
I

I

ょ
る
も
の
か
明
確
で
な
い
。
こ
う
い
I

I

慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
神
海
村
の
一
一
一
十 

一I

I

I

は
.や
や
高
す
ぎ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

横
内

村

の

場

合

は

、

可
能
な
限 

り
の
補
れ
を
行
っ
I

I

。
但
し
い
ず
れ
の
場
合
も
一
才
の
年
令
層
の
数
は
含
ま
れ

、’
 

M

 

t
a

延宝一元禄)
男 子 女 子 計

5 才
以下 
-■■-—

31才 
以上

5 才 
以下

31才 
以上

41.3
37,8
42.5

5 才 
以下

31才 
以上

%10.4
9.0

12.3

%43.0
40.2
34.5

%8.4
7.4  

10.2

%9.3
8.2

11.4

%42.1
38.7
38.2

下人

贞享元,

の 8 年度1 3 , 延宝

ずれも上自己年間の数値を加算したものから求めた,

神海村の研究では，下人? 
を含めた場合のニ例が示; 
なお史料の年代は，延宝 : 
4 元禄元の11年度分 （154 
横内村の史料は，龛 文 11 
分 (11年間)
なお数字はt

て
い
な
い
。

.

と
こ
ろ
で
年
令
別
構
成
比
は
、
そ
の
人
口
の
自
然
的
•
社
会
的
増
減
状
態
に
ょ
.
っ
て
異 

る
。
社
会
的
増
減
は
と
も
か
く
、
自
然
的
增
減
が
急
速
な
場
合
を
考

え

て

み
る
と
、
た

と

え

 

ば
出
生
率
が
増
加
し
つ
つ
I

s

を
.と
れ
ば
、
低
年
令
層
の
占
め
る
比
率
が
高
い
.の
は
当 

然

で
あ
る
。
利
海
村
で
は
こ
の
間
、
総
人
口
は
中
間
に
お
け
る
一
時
的
減
少
を
伴
い
つ
つ

四 

四
〇
か
ら
四
七
”

へ
、
ま
た
、
下
人
を
含
ま
な
い
人
口
は
三

六

一

か

ら

三

七

四

，
へ

と

変

化

し 

て

し

る
.
し
か
し
'

こ
の
間
の
出
生
率
は
平
均
.f

五
，

(

下
人
を
含
ま
な
い
人
口
に
対
し
て
は 

1
八
务)

と
さ
れ
て
お
り
、
.

こ
れ
は
信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
低
い
。
因
み
I

亡
率
は
一
八
％ 

.

(

同
ニI
を

.で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
.で

は

見
か
け
の
上
で
は
.死
亡
率
が
出
生
率
を
上
廻
っ
て 

い

る

に

も

拘

ら

ず

ノ

人

口

増

大

が

み

ら

れ

る

と

い

ぅ

奇

妙

な

現

象

に

ぶ

つ

か

^

こ

れ

は

明 

ら
か
に
出
生
の
沏
定
に
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
か
ら
、
神
海
村
の
ヶ
ー 

ス
は
貴

重

な

分

析

で

あ
る
に
拘
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

.

他

方

、
横

内

村
の
場
合
は
.
ど
ぅ
か
。
こ
の
間
の
人
口
は
一
八
九
か
ら
ニ

一•
五
'

へ
と
増
大
し 

て
い
る

(

年
増
加
率一

• 

ニ
％)

。

こ

れ

は

こ

の

間

の

.
出

生

率

三

〇

％
か

ら

推

し

て

も

相

崖

第 3 表速見郡人口の補正

1 .男 2■女 3 .計 性比

a 速見郡 7 6 力村人ロ 3691 A 2739 人 6430 人 135b 同上(別W等5力村を除く） 3024 人 2238 人 5264 人 136c 同 上 31才以上人口 1710 人 1425 人 3135 人 120d 横内村の31才以上の 34. 5% 42.5% 38.2% 92
人ロ構成比

e CM ]> 2 4910 人 4380 人(9290)人f ' c/d 3 8210 人
8 e/b 1.76h f/b 1.56

速
な
蒸
増
加
に
帰
す
べ
き
も

の

と

み

ら

れ

る

。

要
す
る
に
、
こ
の
.

村
の
年
令
別

構

成

は

、

増

璧

の

タ

ィ

プ

と

み

ら

れ

る

か

ら

、

第
二
表
で
は 

神
海
村
と
比
較
し
て
、
五
才
以
上
が
高
く
三
十
一
才
以
上
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ〜

っ
た
点
を
考
楚
人
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

し

て

も

、

今
の
と
こ
ろ
、
■こ
れ
ら
の
事
例
以
外
に
と
り
う
る

デ
I

タ

が
な
い
の
で
、

一
応 

横
内
村
の
年
令
構
成
比
を
、
速
見
郡
に
適
用
し
て
み
よ
う
。

ぬ
用
丨
当
て
の
も
う
一
つ
の
ら
題
は
性
比
で
あ
る
利
海
•

横
内
両
村
と
も
性
比
は
速
見
郡
よ
り
低
い
。
.し
か
も
こ
れ
は
年
令
階

罾

に
よ 

っ
て
議

、が
ぁ
る
か
ら
、
適
用
す
べ
き
比
率
の
選
択
に
迷
う
の
で
あ
る
。
そ
.こ
で
、
性
比
を
全
く
考
慮
に
入
れ
ず
に
計
算
し
た
場
合
、
及

び

霊 

1

13
5

13
6

12
0

92

に
入
れ
た
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
示
そ
う
證
ー
一
表)

。
こ
の
表
に
よ
っ
て
速
見
郡
人
口
は
史
料
に
現
わ
れ
た 

一

計

『

10
A

1.
7

6
^

数
字
を
、
性
比
を
叢
に
入
れ
な
け
れ
ば
一
'

'

荬

气

罡

を

f

に
入
れ
れ
ば
ー
ゝ
セ
■

し
な 

u

 

. 

|

ぬ

け

れ

.
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ま
り
、
元
和
八
年
の
小
倉
藩
人
畜
帳
を
、
人
口
統
計
史
料
と 

怔

女

73
9

23
8

42
5

2.
5

38
0

し
て
用
う
る
場
合
、
総
人
口
数
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
襲
さ
れ
て
い
る
人
口
数
の
、
五
六〜

七
六
％ 

g

 

-

-

-

-AI

!
、 

、_
_

_

_I
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_
を
加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

默

1.
^

|

30
2

17
1

34
.

.

49
1

次
に
家
族
構
成
を
検
討
し
て
み
よ
う
。.
こ
の
史
料
で
単
位
と
な
っ
て
い
る「

家」

と
は
何
だ
ろ
う

速

_

叫

「

ロ
の 

か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
史
料
の
総
計
欄
に
家
数
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、

.そ

の

ま

ま

信
頼
し

け

村

_

上
#

 

て
よ
L

か
ど
う
か
は
甚
た
疑
問
で
あ
る
。
こ
；の
こ
'
と
は
、
前
掲
史
料
の
集
計
の
欄
を
み

る

と

さ

ら

に

顕

弟
.

76
;

|
 

■
 

2
,

著
で
あ
る
。
家
数
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、'
本
百
姓
•
小
百
姓
•
拳

：
.：
、
と
い
っ
た

家

如
J

上

g

 

l

c/
d

c/
d

e/
b

f/
b

の
内
容
を
示
す
も
の
と
、
屋

•

へ
や
と
い
っ
た
よ
う

な
、
建
築
物
を
示
す
場
合
が
混
淆
し
、
そ
の

L

M

—
5
-
^

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

合
•削
数
ガ
■「

家
数」

な
の
だ
か
ら
、
史
料
に
あ
る「

家
数…

…

軒」

と
い
う
記
載
は
、
統
計
数
字
と
し

.~

^

.

て
の
価
値
を
殆
•
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。
た
だ
速
見
郡
の
史
料
で
は
、
個
々
の
人
別
調
査
が
家
族i

母
に
行
. 

小
倉
藩
人
霞
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み
. 

：
 

‘
一

五

(

ニ
三
五)



100%

フ
む
，

、 

> 

' 

1

六

(

ニ
三
六) 

扣
れ
て
V

る
力
ら
、
そ
こ
か
ら
考

察

を

下
せ
ば
よ
、」

。

•

.

'

、

率

第 4 表速見郡人数別家族構成（元和8 年〕

山布院

比数

杵築

0.

1レ
11.1 

8 .«
10. £
9.5  
8.9
8 .1
5 .7
3.8  
2 .7
4 .6  
0. 5 

1 .4

0.
0 .

0.
0.

0.

実

Ftl布院横灘杵築

%!
7. 4 | 15. 

19. 6 j 24. 
2 1 .4 | 21. 
13. 5 ! 12. 
11.2 | 10.

o
 

o
 

o
o.
o.
o.

00%

2.

27

18 I42
44
33
39
36
33
30
21

14
10

纟
速
見
I

例
で
は
、
'

時
に
は
数
十
人
I

す
る
大
家
族
が
存
在
す
る
.

一
方
、

夫
婦
に
そ
I

f

な
る
小

家

族

も
あ
り
、
家

族

の

規
f

一
 

U

て
は
な
い
。
大
家
族
の
場
合
、
史
料
上
で
は
、
.
血
縁
関
係
の
有
無
が
明
瞭
で
な
い
が
、
名
子

.

下
人
を
ど

の

程

度

含

む

か
が
、
そ

の

養

；

決 

し

て
I

る
：

こ
れ
ら
I

子

•

下
人
が
、
主
家
に
全

く

隸
厲
し

て

い

る

の
か
、_
或
い
は
事
実
上
独

立

し

て

い

る

も

の

で

あ
る
の
か
は
判

断

し

難 

^

所
氏
は
、
史
料
I

畜
i

す
る
記
載
が
、
f

下
人
毎
に
書

び

れ

て

い

言
 

「

従
属
関
係
に
は
あ
'っ
て
も
経 

、

的
に
は
f

主
体
I

し

て

お
0

た
と
I

す
§

」

と
も

可
能
で
あ

^
，」

と

さ

れ

て

い
る
。
,」

れ

は

た

し

か
に
一

つ
の
考

え

方

で

あ

る

が

、

こ

れ
ら
の
大
家 

族
を
構
成
す 

る
農
民
が
、
 

ほ
と
ん
ど
は 

庄
屋
層
で
あ 

る
こ
と
か
ら 

判
断
し
て
、

こ
こ
で
は
一 

応
史
料
に
単 

位

と

し
て
と 

ら
え
ら
れ
て 

い
る
家
族
を

横灘

82
31
19
68
55
33
16
13 

16
42
46
29
24
24
9

5

69.
人

域地

数村

家族構成人数

21
22
23
25
28
30
61

2 1 5戸 5 4 3戸
5 .4 人 4. 5 人

計合

戸当り平均人!
史料には知行の関係から，実際にはーつの村を，ニ箇" 
姐に分けて記載している場合，および,ニか村を合計 

して一村として自己す場合等があるが，これらは十べ'7* 
実際の村数に整理した。

犯
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
て
お
こ
う
。

第
四
表
は
、
速
見
郡
を
三
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
村
毎
の
家

族

構

成

を

集

計

し

た

も

の

で

あ

る

。

S

し
人
数
は
前

項
で
述
r

補
正
を
力
兄
て
L

な
L
 )

横
灘
地

域

は

划

府

•

石
垣
•
浜
脇

等
、

j
®

岸
に
位
置
す
る
大
型g

村
落
を
含

み

、

杵
築
地
域
は
、
国

東
半

島

嘉

、
由
布
院
地
域
は
、
別
府
か
ら

山
を
一
つ
隔
て
た
小
盆
地
お
よ
び

山
間
部
で
あ

る

。

一
見
し
て
明
ら
か
な
如

く

、

こ

の

三

つ

の

地

域

の

間

に
は
、
家

讓

成

に
I

な
I

が
あ
る
。
.
一
戸
当
り
平
均
人
数
に
は
、
そ
れ
I

明
確
I

出
な
い
が
、
震

I

I

わ
れ
る
相
違
は
極
め

て
興
味
深
‘
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
由
布
院
地
域
は
、
他
に
比
し
て
、.
単

に

平

均

家

族

人

数

が

大

き

.い

ば

か

り

で

な

く

、

分
布
が
拡
散
し
、
十
一
人

以
上
の
大
家
f

、
全
戸
数
の
一
六
％
崖
し
て
い
る
。
六
十
一
人
と
い
う
信
じ
難
い
大
家
族
か
ら
S

T

家」

も
I

、
他
地
域
と
は
明
ら
か

に
異
っ
た
謹
が
働
い
8 T

い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
杵
築
地
域
で
は
此
較
的
小
家
族
；へ
の
分
解
が
顕

著

で

、
.
徳

川

時

代

中

期

以

後

の

ヶ
丨
ス
に 

近
い
.分
布
と
な
.

つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
家
族
を
構
成
す
る

人
員
は
、
大
別
し
て
血
縁
家
族
、
，血
縁
非
血
縁
の
区
別
が
明
瞭
で
な
い
名
子
•

下
人
と
い
.う
8

家
族
か
ら
成

っ
て
い

る
。r

戸
の
内
、
前
者
の
占

め

る

人

数

は

、

そ
れ
が
史
料
上
で
は
戸
主
夫

婦

、

直
系
の
親
子
に
ほ

と

ん

ど

限

ら

れ

て

い

る

た

め

、
地
域
に

よ
っ
て
そ
う
大

き

な

変

化

は

な

い

。

そ
れ
故

、

家
族
の
人
数
が
多
い
.
と
い
う
こ
と
は
.明

瞭

に

賛

的

家

族

人

数

が
多

い

と

い

う

事

実

鐘

い

て

( 

る

こ

と

に
な

る
。
：

■ 

. 

ノ 

： 

’ 

'

.

こ

ォ
ら
の
数
字
は
、
も

と

よ

り

前
述
の
理
由
か
ら
補
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
，で
あ
る
が
、
全

体

と

し

て

言
え
ば
、
.

や

は

り

、

由
布
匿

 

|
>
篇
型
へ
の
発
展
度
の
違
い
'
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
由
布
院
型
を
規
定
す
る
条
件
と
し
て
、

考
え
ら
れ
る
こ

と

は

、

.土
豪
層
が
謹
に
残
存 

I
 

.
そ
こ
て
は
、
多
数
の
賛
的
労
働
力
を
か
か
老
中
世
的
経
1

行
わ
れV

.

い
る.

Q

に
対
し
、
，鋈

型

で

は

、
象

族

露

力

塞

幹

と

す

る 

り

経
為
力
す
で
に
支
配
的
に
な
っ
て
I

る
。
同
一
郡
内
で
、
.

同

一

年

度

に

、

同

一

.
の

領

主

に

よ

っ
て
遂
行
さ
れ
た
調
.
查

で
、
.

か
か
る
顕
著
な
相
違 

力
f

れ
る

の

は

，
や

は

り

こ

の

時
期
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
と
し
て
の
特
質
か
ら
来
る
も
の
と
し
て
よ
ハ
。

.小
寒
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人

n
推

計

の

試

み

 

、

一

ヒ

(

二

三

七

)



第 5 表 女 子 （16才〜叨才） の既婚奢数及び比率（元和 8 年 速 見 郡 )
 • - ■ ■ _ 二- .  r

数 （人数)
下 人 合 計

既婚 独身 計 既婚 独身 : 計

1 . 105 106 269 107 376
24 109 133 546 141 687

9 144 153 623 148 771
34 3 5 8 392 1438 396 1834

tfl*
82

251
420

地 域

実

血 擎 家 族 名 子

.既婚 独身 計 戚婚 独身

横 灘  

杵 築  

由希院

186 2
27

2

188 82 0
5
2

440 467 82
365 367 249

計 991 31 1022 413 7
率

既 婚 者 の 比 率

計

71.
79.
81.
78.

下人

0,£ 
18. C

名子11
00.

94.
99.

比

次
に
、.
第
五
，表
は
、
速
見
郡
各
村
の
人
口
の
：内
、
十
六
才
か
ら
五
十
才
ま
で
の
女
子
に
つ
い
て
、
各
身
分 

別
に
既
婿
私
ょ
び
.
独
身
の
別
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
.
.で
'
.は
、
身
分
を
、
，史
料
上
_

確

に

現

わ
れ

た
 

戸
主
：の
血
縁
家
族
：.(

妻
、：：母
、
.
娘
、；嫁
、
姉
妹
ゲ
.
と
、

名
子
お
ょ
び
.

下

人

(

下
女)

に

分

類

し

.、

そ

れ

ぞ

れ 

を

地

域

別

に
.
集
計
し
た
。：',た
だ
独
身
者
の
内
に
は
、
'

夫
：に
離
別
:.
.
-

;死
別
じ
た
者
が
若
干
含

ま

れ
.
て
い
る
可
能 

性
が
あ
る
.
が
、
U

史
料
土
で
は
判
肌
で
き
：な
い
.
。.：

血
縁
家
族
で
は
、.
既
婚
者
の
：率
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

1

る
。
薇
属
家
族
で
は
、
名
子
で
は
血
縁
家
族
と
同
様
の
高
い
率
を
示
す
一
方
、
 

下
人
で
は
そ
の
率
は
.
極
め
て
.
低

い

。

こ

の

こ

と

は

，、

.

史

料

に.書
か
れ
た「

名 

:
.

子」

：•「

下
人
V

;

の
物
語
る
内
容
を
暗
示
し
て
い
る
。
.
人
.ロ
史
的
立
場
か
ら
す
る 

:
:
と
、.
こ
.

の
下
人
層
の
.
婚

姻

率

の

：，低

さ

.：は
、
全
体
と
し
て
の
出
坐
率
に
相
当
の
影 

響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
勿
論
、
こ
こ
で
云
う「

婚
姻」

の
意
味 

.
'，が
問
題
で
'あ
.
り
、.
婚
姻
を
伴
わ
ぬ
：出
生
も
考
え
ら
れ
名
が
、
：
少
く
と
も
、
婚 

_

姻
関
保
に
あ
る
者
よ
り
も
、
：そ
う
で
な
い
者
は
出
生
：の
機
会
は
少
い
と
み
て
よ
. 

.

い
。
.

そ
こ
で
、
C

の
璩
食
全
出
罾
01

能
女
子
の
め
ー
5

.

1

出
生
の
機
会
を 

、
持
た
な
い
と
す
れ
ば
、
出
生
率
は
、
そ
•れ
だ
け
低
く
抑
え
•ら
れ
て
い
る
も
の
と 

言
え
：な
'
い

だ

：
ろ
：う

，か

。

少

く

と

も

.、
両
者
の
.
間
に
は
一
定
.
の
比
例
的
関
#
を
想 

.

定
し
う
る
の
で
'
あ
る0

 

ノ
こ.
の
こ
と
は
今
後
、
㈣

川
時
^

の
人
口
史
研
究
で
■
 々

:

の
事
例
を
比
較
検
討
し
.；
て

結

論

づ

け

ら

れ

る

べ

き

.
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
村
高
と
人
口
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
よ
う
。「

石
高」

•
「

高」
H

構 成 比 率

94.
99,

98.97.

計

100.

100.

100.

下人名子

2
 

4
 

8

 

8,
9
* 

9
f

8
 

7
 

.1ST

1

2
 

2 

2
 

1

3

II地 域

50.
68.

47.
10(21.

灘

築

院

|

布

計
 

横
件
.出

1
_

何
を
意
味
す
る
か
？ 

•

お
そ
ら
く
そ
れ
は
研
究
の
一
課
題
で
す
ら
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
触
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
検
地
の
結 

果
算
出
さ
れ
た
一
定
の
土
地
の
価
値
と
し
て
、
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
の
分
析
結
果
を
示
し
て
お
こ
う
。

.

幸
い
、
元
和
八
年
の
人
畜
改
帳
に
は
、.

小
倉
藩
領
全
村
の
石
高
•

人
口
が
示
さ
れ
て
い
る
。
■

こ
の
内
、
い
く
つ
か
の
地
域
を
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ 

れ
に
お
け
る
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

と

で

、

次
の
諸
地
域
を
抽
出
し
て
み
た
。
八
、
京
都
郡
お
よ
び
仲
津
郡
の
河
川
下
流
域 

の
平
野
地
域
。
B

、
国
東
郡
0

1

東
半
島)

。
CX

、
速
見
郡
由
布
院
地
区
。
c2

、
速
見
郡
杵
築
地
区
。
D

、
宇
佐
郡
山
間
部
。
地
域
の
選
定
は
、
専 

ら
尚
然
的
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
各
地
域
と
.
も
、
都
市
的
•

漁
村
的
要
素
の
強
い
と
認
め
ら
れ
る
-,

村」

は
除
外
し
て
あ
る
が
、
除
外
例

竹
ご
く
僅
か
に
す
ぎ
な
い
。
各
地
域
の
村
数
に
は
多
少
が
あ
る
が
、
史
料
集
に
附
属
す
る
現
在
の
地
図
上
に
求
め
う
る
限
り
、
す
べ
て
と
っ
て
あ

*
. 

.

る
。
従
っ
て
、
A

で
は
、
純
農
村
的
な
要
素
が
強
く
、
B

で
は
、：
半
島
部
の
海
岸
お
よ
び
低
丘
陵
地
带(

こ
こ
：で
は
あ
ま
り
明
確
な
定
義
付
け
は
で
き 

な
い
が)

と
し
て
の
要
素
、
0,

で
は
山
間
の
小
盆
地
の
、
02

で
は
6

に
近
い
要
素
、
D

で
は
山
村
的
要
素
が
あ
る
程
度
入
る
と
.い
う
こ
と
が
で
き 

る
。
こ
う
い
っ
た
'

1
2

然
的
条
件
の
差
が
、.
石
高
と
人
口
の
分
布
や
比
率
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
分
析 

.の
目
的
で
あ
る
。
 

•

第
一
一
図
A

i

D

は
、
各
地
域
の
村
々
の
石
高
と
人
口
の
相
関
図
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
人
口
は
、
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
を
そ
の
ま
ま
用
い 

て
あ
る
か
ら
、
実
際
の
人
口
数
は
、
こ
れ
を 

一
•

五
六〜

 

一
.

•

七
六
倍
し
な
け
水
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の 

相
関
係
数
を
求
め
る
た
め
に
.

は
、
こ
の
.こ
.と
は
無
视
し
て
差
支
え
な
い
の
で
、
敢
え
て
そ
の
ま
ま
求
め
た
。
ま
た
、
各
図
中
の
.
直
線
は
、
電
子
計 

算
機
を
用
い
て
解
析
し
た
回
帰
線
で
あ
り
、
相
関
.
の
方
程
式
お
よ
び
係
数
の
算
出
に
当
っ
て
も
同
様
、.
電
子
計
算
機
に
よ
っ
«

ご
れ
ら
を
見
て 

明
ら
か
な
こ
と
は
、
ま
ず
、
各
村
に
お
け
る
石
高
と
人
口
と
の
間
に
は
、
か
.な
り
高
い
相
関
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ 

各
地
域
に
よ
り
、
若
干
の
差
は
あ
っ
て
も
、
高
い
相
関
度
は
、

一
定
の
村
高
は
一
定
の
人
口
と
対
応
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴 

は
、.
お
1

ら
く
传
代
を
.
経
過
す
る
；に
つ
れ
て
、
薄
く
な
っ
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徳
川
初
期
、
商
品
生
產
の
ー
般
的
な
展
開
以
前
.に 

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

一
九
，(

ニ
三
九)
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D . 豊前国宇佐郡（山間部)

小
倉
藩
人
帯
改
帳
.の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
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推
計
の
試
み

ニ
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ニ
ニ 

(

ニ
四
一
一

)

：

お
い
て
は
、
石
高
n

耕
地
面
積
、
人
口 =

農
業
労
働
力
と
見
做
し
う
る
少 

く
も
何
ら
か
の
関
.^

が
あ
る
：か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
、
回
帰
線
の
角
度
に
相
違
が
あ
る 

こ
と
が
明
ら
が
：で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
石
^

 

と
人
口
の
比
率
は
異
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
一
図
は
、

第

二

図

で

え
 

ら
れ
た
各
地
域
の
回
帰
線
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
補
正
の
第 

一H
、 

常
数
を
省
い
た
こ
と
で
あ
Dr

、
第
二
は
、
前
述
の
人
畜
帳
の
人
口
数
か 

ら

、
実
際
の
人
口
数
を
推
計
す
る
場
合
の
係
数(

一
•

五
六〜

一

.

七
六)

を
乗
じ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
但
し
、
後
者
で
は
、
係
数
を
一
応
一
•
六 

六
と
し
て
あ
る
。

第
一
一
一
図.
の
物
語
る
も
の
は
、地
域
A

で
’
は

石

高

対

人

ロ

比

が

最

も

低

く

、 

従
っ
て
一
定
の
石
高
は
他
地
域
に
比
べ
て
、.
よ
り
少
い
人
口
数(

一
、〇
〇 

〇
石
に
.
つ
き
ニ
七
六
人)

.

と
対
応
し
.
て
.い
る
と
い
■う
こ
と
で
あ
る
。
以
F

、
 

順
を
追
っ
て
B

と
5a

は
ほ
と
ん
ど
同
一
、
つ
い
で
0

と
変
化
が
み
ら
れ
る 

の
で
あ
る
が
、
0!

は
非
常
に
異
っ
た
対
応
を
示
し
て
い
る
。
地
域
A

が
、
 

平
野
の
純
農
村
地
帯
で
あ
り
、
B

と
a

は
半
島
部
、
D

が
山
間
部
、
C,
が 

山
間
の
小
盆
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
変
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ 

る
も
の
を
暗
示
し
て
い
る
。
地
域
が
A

か
ら
D

に
移
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
農
業
以
外
の
生
活
源
が
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、.
社
会
構
造
か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
地
域
<
が
最
も
進
ん
で
い
る
と
み
る 

べ
き
で
あ
ろ
う
.
。
こ
こ
で
例
外
と
で
も
云
う
べ
き
は
地
域
仏
で
’

こ
こ
で
は
、

ほ
と
ん
ど
石
高
一
：
石=

一
人
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、：
こ
の
地
域
は
、
社
会
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
内
で
は
最
も
お
ぐ
れ
•た
地
域
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
さ
き
に
述
べ
た
家
族
構 

成
.で
も
，
大
家
族
を
擁
す
る
も
の
が
か
な
り
.
の
率
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
推
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う 

か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域

(
=

速
見
郡
由
布
院)

の
地
理
的
孤
立
性
か
ら
、
.土
豪
的
勢
力
が
強
く
残
り
、
，特
に
.
村
の
.皮
屋
層
に
は
そ
れ
が
顕
著
で 

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
.幕
藩
制
的
秩
序
へ
の
対
応
が
.お
く
れ
た
。
痪
地
に
際
し
て
も
、

.こ
の
地
域
に
関
し
て
は
、
彼
ら
土
豪
層
の
力
と
あ
る
程
度
妥 

協
が
行
わ
れ
、
■
そ
の
結
果
、
打
ち
出
さ
れ
た
石
一
同
は
実
際
よ
り
低
く
な
っ
た
"

そ
の
た
め
、
見
か
け
の
上
で
.
ば
、
村
高
対
人
ロ
比
は
高
く
な
っ
て 

い
る
の
で
は
な
が
ろ
う
か
、
と
。
い
ず
れ
に
：せ
よ
，
地
域
ひ
は
、
例
外
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

'

以
上
、
右
高
と
人
口
と
.の
藺
に
は
、
地
'域
に
よ
.

っ
て
異
り
は
す
る
が
、
高
い
相
関
度
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
単
に
小
倉
藩
領
内
に
と
ど
め
ず
、

全
国
人
.ロ
推
計
の
足
掛
り
と
す
る
.こ
と
は
で
：き
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
'
.の
こ
と
を
換
討
し
て
み
よ
う
。
.;

'

(

1

)

速
年
の
史
料
が
あ
る
場
合
、
補
正
を
行
い
う
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
で
示
し
て
お
い
た
。
拙
稿「

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計」

を
見 

ょ
。
 

:

' 

- 

.

(

2

)

た
と
え
ば『

人
口
大
事
典』

.(

昭
和
三
十
七
年)

"

一
六
四
頁
所
収
の
表
を
み
よ
。
な
お
こ
の
よ
う
な
方
法
で
統
計
的
史
料
の
検
証
を
行
う
方
法
に
つ
い
て 

は
、
J
. 

C
. 

E
6
s
e
u
,

 

B
r
i
t
i
s
h

 

M
e
d
i
e
v
a
l

 

P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
.

 

A
l
b
u
q
u
e
r
q
u
e
;
-

(

3

)

：
前
掲T

大
垣
藩
領
美
濃
国
本
巣
郡
神
海
村
の
戸
口
統
計」

。
な
お
本
稿
の
第
二
表
は
、
神
海
村
の
研
究
第
九
，
十
表
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

,

. -
C
4
)

本
来
は
こ
め
点
：を
検
証
す
ベ
き
で
あ
る
.
が
，
神
海
村
の
研
究
資
料
.
：：

(

.原
史
料
.で
は
な
い
が)

.が
、
不
可
杭
力
に
よ
る
火
災
の
た
め
焼
失
す
る
と
い
う
事
故 

が
；あ
；̂
、
直
ち
に
は
な
し
支
ず
、
本
稿
に
は
間
に
.合
わ
な
が
っ
^

御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

.(

&
.)

.

と
れ
.瓜
徳
川
時
代
の
：宗
門
改
領
分
析
に
は
ど
う
し
て
.
も
伴
う
欠
陥
で
あ
る
。
■
前
掲
拙
稿
参
照
。

■ 

ご
.
：

.

(

6

)

前
揭
神
海
村
の
研
究
論
文
所
収
.
の
.第
十
-
九
表
よ
り
作
成
。
_

:

.

:

_

.

'

:

.

(

7

)

 

.所
一—

，
前
掲
論
文
.、
.
.IT

ニ
六
頁
。
广
 

'

ソ
ゾ̂
^̂

小
倉
藩
人
畜
改
.帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

. 

一i

o

s

e

,■
■:’ 

■ 
-

■,
■

-

 ■

.

.

:

'

.

'

-

パ
'
. 

,

'

.

 

ノ ■

■

V

.

 

•

 

: 

■

ン 

-

-

 

:
-

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.
 

'



,

. 

. 

. 

ニ

四(

ニ
四
四)

’

.

(

8

)

比
較
す
べ
き
例
は
多
い
が
、
.さ
し
当
り
、
尾
張
国
神
戸
新
田
の
場
合
を
み
ら
れ
.た
い
。
拙

稿

、

前
曷
論
文
。

(

9

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
：本
塾
産
業
研
究
.所
佐
野
陽
子
さ
ん
.の
教
示
に
負
ぅ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
S
)

た
と
え
ば
サ
ン
プ
ル
数
5

0
の
場
合
、.1

%
有
意
水
準
に
お
け
る
相
関
係
数=

o
r

 

ニ〇
八
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
示
し
た
菌
尤
い
ず
れ
もか

.，

f
 

'

高
い
相
関
度
を
持
：つ
と
し
て
よ
-い
ぐ
:

:

'

;
 ：
 

. 

. 

; 

, 

: 

f
 

U

ヵ
ナ
！

(

11)

第
二
図
A—

D
:を
み
る
と
、
常
数
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
数
値
で
は
なV

?

特
に
、
こ
こ

か
ら
次
節
の
全
国
人
ロ
推
計
を
な
す
場
合
ぼ
：全
く
無
視
し

て
ょ
い 

.

D

C

 

^

5

0

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

•

四
：
全

国

人

口

推

計

の

試

み
.

.
-
.
.

■:
.

,
 

.

 

:

 

'

 

■

'

.

享
保
以
前
の
全
国
人
口
に
つ
い
て
は
、
集
計
的
資
料
を
全
く
欠
い
て
い
る
次

め

、

従

^
^
全

く

考

慮

さ

れ

る

こ
と
^'

く
放
置
さ
れ
て
い
た
。
た
だ 

ひ
す
か
に
、
か
つ
て
言
わ
本
た1

八
〇
〇
万
石
i
A
o
o

万
人
説
が
、
.過
去
約
五
十
年
間
璧
っ
て
無
批
判
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な 

い
。
こ
の
説
の
.
根
拠
と
，な
っ
た
も
の
は
、：
太
閤
検
地
が
一
応
全
国
的
に
完
成
し
た
慶
長
三
年
：
 

'

(

一
五
九
八)

の
、

検

地

.に

よ

る

全

屢

石

高

が

句
 

一
八
五
〇
万
石
で
あ

り

、

一
.
人

が一：
年
に
ー
右
を
消
費
す
る
と
し
て
、:
こ
の
石
高
は
お
よ
そ
ー
.

八
〇
0

万
人
の
.人
ロ
を
養
う
に
足
る
と
の
仮
定
0

あ
：つ
た
。
 

_

検
地
の
結
果
に
.

つ
い
て
は
今
は
問
わ
な
い
。
.
そ
れ
.は
、'
正
確
で
あ
っ
：た
か
ど
う
か
、

.

も
し
.

正
確
で
な

か
っ
た
と

す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
誤
差
が 

,

認
め
ら
れ
る
か
、

と
い
っ
.た

問

題

は

、
：
実

は

ほ

と

ん

ど

解

明

の

方

法

が

な

い

。

た

だ

全

国

統

：，一
.
.
と

い

う

過

程

で

行

わ

れ

た

土

地

調

杳

で

あ

る

か
 

ら

検
ii
i

に
際
し
て
の
施
行
者
伽
の
，決
意
：は
高
く
、
検
地
か
ら
免
れ
る
こ
と
の
で
き
た
耕
地
は
、
■そ
れ
ほ
ど
多

く

な

い

だ
：ろ
う
と

い
う

.

の
が
、

常 

識
的
な
理
解
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。：

.

：.

 

：

し
か
し
慶
長
三
年
の
全
碧
高
は
太
閤
検
地
の
成
果
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
子

細

み

る
.と
い
ろ
い
ろ
複
雑
なI

K

素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が 

判
る
。
等
し
く
太
閤
検
地
と
い
づ
て
も
，
初
期
と
末
期
と
で
は
、，
方
法
や
内
容
に
か
な
り
の
相
違
が
あ

り

、

決
し
て
統
.
一

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な
い
。
ま
た
、
検
地
が
、
そ
の
地
の
領
主
'た
る
大
名
に
委
さ
れ
て
い
る
場
合
、
純
粋
な
意
味
.
で
の
太
閤
検
地
と
の
間
に
、
質
的
に
も
量
的
に
も
石
.

高
錄
定
の
内
容
に
相
遨
が
な
か
っ
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
'

で
あ
る
。.
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
従
来
の
諸
研
究
か
ら

も
明
瞭
に
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

-

 

'

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
検
地
を
、.
的
秀
吉
が
、条目

.

•

奉
行
を
自
ら
定
め
、
所
領
に
無
関
係
に
施
行
し
た
検
地
、
(B
)

(A
)

の
諸
奉
行
が
、
自
ら

大
名
と
し
て
自
身
の
所
領
に
行
っ
た
検
地
、
(0
)

そ
の
他
の
大
名
が
、
自
ら
.
の
所
領
に
対
し
て
行
っ
た
検
地
の
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
、
検
地
の 

• 

- 

(

2) 

， 

. 

.

1

類
型
別
実
施
過
程
を
明
ら
が
に
し
た
一
業
績
.
に
•
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
：る

「

太
閤
検
地」

.

と
し
.
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
3

、@
、

は
、
.決
し
て
全

国
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
関
東
.
か
ら
東
海
に
か
け
て
の
徳
川
検
地
、
：中
国
お
よ
び
四
闺
の
毛
利
へ
長
曾
我
部
検
地
等
、
(c

)
の
類
型
の

も
の
は
、
相
当
の
面
積
に
達
す
る
こ
と
が
判
る
。

.

ま
た
、
(A
)

、
(B
)

、
に
入
る
も
の
で
も
、
ご
く
初
期
に
行
わ
れ
た
検
地
は
、
制
度
や
検
地
技
術
の
欠
陥
か
ら
、
正
確
な
打
ち
出
し
が
行
わ
れ
た
と

い
う
に
ば
.
程
遠
い
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
天
正
十
三
年
.
.

(

一
五
八
五)

の
紀
伊
国
検
地
は
、
一一.
十
四
万
石
余
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
れ
が
十
六
年

■

後
の
慶
長
六
年
に
は
、
浅
野
検
地
に
よ
り
三
十
七
万
石
余
と
な
り
、
し
か
も
こ
れ
に
は
高
野
山
傾
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
天
正
検
地

, 

(

3

)

で
は
、
掴
み
え
な
か
っ
た
石
高
の
大
い
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
検
地
が
土
豪
的
努
力
の
強
い
、
い
わ
ゆ
る
後
進
地
域
に
行
わ
れ
た
場
合
で
ぐ
そ
こ
で
は
、
在
地
土
豪
の
勢
力
と
妥
協
が

行
わ
れ
、
石
高
の
打
ち
出
し
が
正
確
に
は
行
わ
れ
難
、か
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
条
件
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
慶
長
三
年
の
全
国
石
高
総
計
は
、
も
し
そ
れ
が
制
度
的
に
完
備
さ
れ
た
後
期
の
太
閤
検
地
の
方
式
で
全

国
が
施
行
さ
れ
た
場
合
に
比
べ
て
、.
か
な
り
下
廻
る
数
字
で
は
な
.か
っ
た
か
、
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、.
第
一
の
理
由
と
し
て
、

検
地
施
行
権
力
に
相
違
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
戦
国
大
名
的
性
格
の
濃
い
領
主
の
下
で
の
検
地
で
は
、
所
領
の
生
産
力
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
点
。.
.第
二
に
、
こ
の
数
字
は
、
慶
長
三
年
と
い
う
時
点
で
の
全
国
石
高
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
天
正
十
三
年
以
後
、
次
第
に
精
密
に
な

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

ニ

五

(

ニ
四
五)

• 

. 

.

.

.

.
ぃ
 

.

.

.
 

•
- 

.



う

，
、

 

•
 

:

 

- 

ニ

六

(

一1

四
六)

了

地
の
繁

で

あ

る

点

。

第
三
に
、
i

施

行
I

I

I

性

4

1

?

て
、
麗

持

蓮

I

と
い
う 

=
肯

ダ

ね

上

の

三

つ

は
V

ず

れ

も

全

碧

產

計

が

、
音

に

見

積

ら

れ

た

こ

と

禀

し

て

い

る

。l

i

 
ば
、
或
ぃ
：
|

h

t

o v

こ

れ

を

次

の

如

く

無

し
5

よ
う
，

即
ち
、
囊

ー

拳

の

全

国

石

高

一

八

五
0

万

石
は
、
そ
の

他
に
I

 

二
割
I

奢

べ

き

で
 

あ

る

と

こ

の

'
f

い

う

数

字

は

、
何

の

根

搬

も

な

い

が

、
決

し

て

あ

り

得

ベ

か

ら

ざ

る

数

字

で

は

な

い

。

誓

く

は

紀

州

の

例

か

|

一
 

マ
i

字

と

み

て

よ

い

。

そ

う

す

る

と

、

一
八
五
o

f

い
I

I

、
修

正

さ

れ

て

ニ

ー

三
Q

f

な

る

。
も

し

、

こ
I

l r

ト

人
"

1

1

奮

 

f

 

と

、
賽

口

i

 

ニ
ニ
§

<

|

 

の 
I

。

そ 
i

l

l

l

a

f

 

_

f

P

る

と
.

>.う

の

ヵ

證

の

根

拠

で

あ

る

か

ら

、

こ
の
方
法
.
に

よ

る

推

定
I

説

の

前

提

に

立

つ
限

り

誤

っ

て

は

い
な
、。

〜

. 

こ

れ

は

正

し

い

全

国

人

口

数

で

あ

ろ

う

か

？

.答

ぇ

は

否

で

ぁ

る

。

理

由

は

、
約
I

年

後

の

葉

六

年
’

(

.一

七

ニ

ー

)

1

1

^

|

_

窶

、
空

六

■

金

し

て

、
響

f

奪

t

:

あ
f

の

と

見

ら

れ

て

い
I

，
f

i

l

l

合

I

 

ニ0
0
0

万

人

と

し

て

も

、

一

一

票

言

程

度

の
 

“

v

n

[ A
. 

I

 

一
 

•

三
？

一
 

I

の
増
加
？

.
三

蕩

)

は

、
.
徳

川

時

代
1

っ

ぃ

て

の

予

想

さ

れ

る

全

体

の

増

加

傾

向

や

、

の
ニ 
m

m

f

 

f

 

U

I

れ

黎

 

> 

震

、
賣

“

“

i

意

1

の

か
.

一
八

o
o

f

一
 

八
0

0

万

人

靈

黑

と

な

っ

た
I

、

一
 

I

I

一

年

を
I

る

言

寒

で

象

。
.
棄

醫

に

は

、

|

の

輸
|

、

食

言

i

り

著

I

I

ぃ

少
|

砂

糖

.
ゃ

肇

類
の
.
輸
入
、
中
期
以
後
、
銅
に
替

.っ

て

長

崎

貿

易

の

太

宗

と

な

っ

た

い

わ

ゆ

る

俵

物

三
品

以

外

に

は

全

く

な

く

、

国
内
の
必
要

|

楓

は

す

べ

て
国 

i
L

で

生

.産

さ

れ

ね

は

な

ら

な

力

っ

た

こ
と
は

事

実

であ
る

。

ま

た

、

一

人=
=
ー
；

石

と

い

う

関

係

は
'

1

人

当

り

の

年

間

の

穀

物

^

^

量

と

し

て 

も
、
あ
り
え
な
い
数
字
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
判
明
す
る
徳
川
時
代
の
全
国
総
石
高
は
、.
元

禄

(

，一
六
.
八
八
丨
ー
七
〇
四)

年
間
の
ニ
五
九
一
万
石
、
. 

天
保
三
年

(

一
八11

三

)

の
兰
〇
五
五
万
石
で
あ
り
、
.た
し
か
に
享
保
以
後
の
•全
国
人
口
調
査
の
結
果
と
比
較
ず
れ

ば

、
.}

一石
"

一
人
の
関
係
が 

あ
り
そ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
.
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、：
こ
れ
を
天
正
•

慶
長
期
に
ま
で
遡
っ
て
適
用
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
？

こ
こ
で
、

一
体「

石
高
1-

と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
勿
論
石
高
そ
の
，も
の
の
解
釈
をE

：

的
と
.し
た 

も
の
で
は
な
い
が
、
た
し
か
に
中
村
吉
治
氏
の
指
摘
を
ま

つ
迄
も
な
く

、
石
.高
と
い

う

こ

と

を
問
題
に
し
な
い
で
幕
藩
制
社
会
を
考
え
る
こ
と
は 

で
き
な
い
。
こ
こ
.で
は
、
数
字
に
示
さ
れ
た
も
の
を
迤
準
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
制
度
.

支
配
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
数
値
と
し
て
の 

石
高
そ
の
も
の
に
つ
い
て
若
干
附
言
し
て
お
こ
う
。

;
ま

ず
石
高
の
数
字
は
、
洗
し
て
現
実
の
米
の
生
産
量
で
は
な
：い
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
検
地
に
際
し
て
は
、
主
と
し
て
水
稲
が
栽
培
さ 

れ
る
水
田
ば
か
り
で
な
く
、
畑
地
、
屋
敷
地
等
々
が
対
象
と
な
り
、
I

り
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。.
そ
れ
で
は
、
ょ
く
言
わ
れ
る
ょ
う
に
.、
 

こ
れ
は
来
に
換
算
さ
れ
た
生
産
物
の
総
錬
値
な
の
だ
ろ
う
か
？

こ
こ
で
も
、
現
実
の
検
地
帳
分
析
の
犮
果
.は
否
矩
的
で
あ
る
。
ま

ず

、

石
高
は 

決
し
て
米
に
換
算
さ
れ
て
.

は
い
な
い
。
水
田
の
石
盛
は
明
ら
か
に
米
で
な
さ
れ
て
い
：る
と
し
て
も
、
畑
は
、：
大
豆
、
稗
等
雑
穀
で
表
示
さ
れ
て
い 

る
場
合
が
あ
り
、
村
高
や
一
藩
の
総
高
と
'
は
.
米
+

大
豆
.

稗
と
な
る
の
で
あ
る
。

..

.

.

第
二
に
、
少
量
で
は
あ
る
が
、
石
高
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
屋
敷
地
は
通
例
石
高
に
算
入
さ
れ
る

が

、
そ
こ
で
は

農
業
生 

産
は
行
わ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
桑
、
茶
、
楮
ノ
綿
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
率
で
石
高
に
編
入
さ
れ
、
着
し
い
場
合
に
は
塩
が
石
盛
り 

さ

れ

た

り

「

海
石」

.と
称
し
て
、
そ
の
村
支
配
の
海
が
生
産
の
場
と
し
て
村
高
に
組
み
込
ま
れ
た
り
し
て
い
る
。

.

.

こ
う
い
っ
た

事
情
は
、
総
じ
て
石
高
な
る
%-

の
に
生
産
量
と
し
て
の
現
実
的
侧
而
を
失
わ
せ
、
そ
れ
だ
け
抽
象
的
性
格
を
与
え
る
も

の

で

あ 

.
小
倉

藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

ニ

七

(

ニ
四
七)
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.
P

M

 
パ

；
^

I

l

f

 

I

f

も 
I

I

 
て
い
る
-0
f

、
そ
れ
は
：、
土 
I

f

u

l

r

l

す
と
は
い
i

の
で
|

.

そ
れ
，

.

f

 

r

f

I

f

に
力
け
て
は
、
社
会
的
経
済
的
変
動
の
：激
し
い
時
期
で
.あ
っ
た
だ
け
^

 ̂

'
 

h

 

J
 
一̂

1

う
関
係
は
享
保
I

天
保
i

，

f

 
I

I

然
、
I

て
は
I

、
I

I

代
f

適
用

す
る
如
く
全
国
人
口
推
計
に
際
し
て
の
根
拠
と
し

る

こ

と

も

で

 

、

i

の
、：
オ

あ

パ

I

と
は
明
ら
か
.
で
あ
ろ
う
。
 

_ 

_ 

. 

一
 

f

 

ノ

そ

ミ
 

一f

一
人
と
t

う
原
則
で
用
い
る
べ
き
で
な
い
こ

• 

.

.

.

0

1-
0

如
U

I

I

'

入
れ

つ
つ
、

翦

で

え

た

肇

間

の

，

豊
後
の
人
畜
改
帳
分
析
の
結
果
か
ら
、
徳
川
初
期
の
全
国
人
口 

み
d

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

t

1

^

0

^

一
-ノ 
8

万
石
i

八
0

0

万
人
I

霊
す
る
以
上
は
、
そ
れ
に
代
る
べ
き
ょ
り
合
理
的
な
推

計

を

行

わ

な

け

れ

ば
な

ら

も
と
ょ
り
そ
れ

|

,

〇

四

r

、

<

|

り
京
都
•
仲
津
郡
の
平
野
地
帯
で
9

•
二
八
人(

第
三
図
、
地
I

、
国
崎
半
島

で
〇

•

三

八

人

、
宇

佐

郡
山 

r

u

h

r

力
な
り
の
地
域
的
相
違
が

あ

る

。

ど
の
肇
を
全
国
人
口
の
！

き

か

は

選

択

に

f

の
だ
が
、
^

 

n

r

用
う
る
と
、
石
高
一
八
五
〇
万
石
に
対
し
、
人
口
五
一
八
万

、

宇
I

山

觀

の

係

数

を

用

う

れ
/

一
四
万
と
U

，

ろ

」

ォ

を

一£

村

人

ロ

」

と

仮

定

する
と

、

そ

れ

以

外

の

人

口

数

を

加

算

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

即

ち

、

都

市
人

口(

武
士
•
商

人

•

.
手
工.業

者

等

)

.お

よ

び

.
石

高

と

関

係

の

な

い

地

方

人

口

 

(

漁
村
、
鉱
山
町
等
々)

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
正
確
に
算
定
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き 

な
い
が
、
関
山
直
太
郎
氏
の
推
計
に
よ
る
と
、
徳
州
時
代
後
半
の
都
市
人
口
は
、.
三
千
万
の
総
人
口
に
対
し
、
三
.
百
七
八
十
万
で
あ
り
、
こ
れ
は 

「

全
国
総
人
口
の
約
一
割
二
分
に
当
り
、
農
村
人
口
に
対
比
す
れ
ば
約
七
分
の
一
..に
相
当
し
！^〗

と
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
の
こ
の
推
計
は
、
明
治 

初
年
の
市
邑
人
ロ
そ
の
他
か
ら
裏
付
け
f-
x-

て
，

相
当
精
度
の
高
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ご
れ
を
そ
の
ま
ま
徳
川
時
代
初
^]
に
あ
て
は 

め
る
こ
と
は
で
き
な
1

が
、
こ
う
い
っ
た
数
字
を
念
頭
に
お
い
て
、
初
期
の
：、
都
市
お
よ
び
石
高
に
関
係
の
な
い
地
方
人
卩
を
、
農
村
人
口
の
ニ 

害
と
し
よ
う
こ
れ
は

#

=

=

:钮
期
と
後
期
の
差
を
考
え
る
と
、
高
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
低
す
ぎ
る
数
字
で
-̂

な

、，
。
そ
こ
で
、
. 

こ
れ
を
農
村
人
ロ
に
加
算
す
る
と
、
全
国
人
口
数
は
六
ニ
ニ
万
乃
至
九
八
〇
万
と
な
る
。

■

こ
の
推
計
結
果
は
、
従
来
の
一
八
〇
〇
万
人
説
に
対
し
て
か
な
り
低
い
。
享
保
の
三
〇
〇
〇
万
人
を
，正
確
だ
と
す
る
と
、
従
来
の
説
で
は
、

一
 

ニ
〇
年
間
に 

一
•

六
七
倍
と
な
り
、
年
平
均
増
加
率
〇
•

四
％
.
で
あ
っ
た
の
が
、
新
し
い
推
計
に
基
く
と
、4

ニ
〇
年
間
に
三
‘

〇
六
乃
至
四」

 

八
ー
ー
傜
の
燴
加
と
な
り
年
率
で
は
〇
•

九
％
乃
至
一
•

三
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
-
し
、
こ
.
れ
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
数
字
で
は
な
い
。
 

高
出
生
率

•
腐
死
亡
率
と
い
.

う
前
近
代
的
な
人
口
変
動
要
因
の
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
一
寸
し
た
変
化
が
、
変
動
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
十
分 

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
今
仮
に
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
長
期
的
に
は
死
亡
率
は
三
〇
％
で
あ
.っ
た
と
：
し

よ

う

。

.
年
率
〇
.

四
％
の
'
増
加
は
、
こ
の
. 

死
亡
率
の
下
で
.
は
三
四
^

の
出
生
率
を
意
味
す
る
。.
同
様
に
〇
•

九
％
の
増
加
率
は
、
出
生
率
三
九
％
、
同
じ
く 

一
 

•

三
％
は
四
三
％
の
出
生
率 

を
意
味
す
る
*
V

-S

川
時
代
の
人
口
で
は
外
国
へ
の
移
住
や
移
入
は
全
く
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
な
い
か

ら

、

全
国
人
口
数
の
，推
移
.は
、
出
生
と
死
亡
の
差
に
よ
る 

以
外
に
は
な
V
 

)

リ
年
率
四
〇
％
程
度
の
出
生
率
は
可
能
な
数
字
で
あ
ろ
う
。
逆
に
.
言
え
ば
、
享
保
の
三
〇
〇
〇
万
人
と
い
う
人

口

が

、

そ
れ
以
前 

，
約

一
ニ
〇
年
間
に
、
毎
年

一％
の
増
加
率
を
も
っ
て
到
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
.
と
し
て
も
、
何
等
不
思
議
で
は
な
か
ろ
.
う
？

.

第
四
図
屯
、
こ
う
い
っ
た
推
計
に
签
く
徳
川
期
の
全
国
人
口
の
.
趨
勢
を
示
し
た
概
略
図
で
あ
る
。
.
筆

者

の

推

計

に

よ
る
と
、
少

く

も

、

前

半

に

 

関
し
-
て
の
変
動
S

中
年
間
増
加
率
一
“

：三
％
乃
至o

•

九
％
の
線
に
は
さ
ま
れ
た
部
分)

：
は
、.
顕
著
な
增
加
で
は
あ
る
が
、
あ
り
え
な
.

い
程

、
突
飛
な 

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

ニ
し
•(

ニ
四
九)
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、
 

三
〇

(

ニ
五
0

)

増
力
で
も
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
•
よ
う
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
急
速
な
梢
加
が 

I

つ
始
ま
り
終
り
を
告
げ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ 

る
a

図
で
は
こ
れ
を一

広
享
保
期
と
お
い
て
い%

)
。
.

こ
の
推
計
結
果
の
意
味
を
考
え
る
前
に
、
も

う

一
度
推
計
の
過
程
を
ふ 

.

り
返
っ
て
み
よ
う
。
推
計
に
は
い
く
つ
か
の
仮
定
が
あ
っ
'
た
。

そ
れ
ら
を 

'

冽
挙
す
る
と
、
H

、1

兀
和
八
年
の
速
見
都
の
入
別
改
が
、
少
く
も
あ
る
部 

分

(

こ
の
場
合
、
男
子
の
三
十T

才
以
上)

.
に
つ
い
て
は
正
確
で
あ
る
と
い 

う

前
提
。3

、

そ

の

部

分

か

ら

、

全

体

の

人
！：！

数

を

推

定

す
る

際

に

適

&

•

し
た
、
年
令
階
級
別
の
モ
デ
ル
に
、
遠
く
離
れ
た
信
州
横
内
村
の
も
の
を 

.

用
い
た
と
い
う
占f

 .

㈢

、
豊
前
ノ
豊
後
の
人
ロ
対
石
高
比
を
全
国
に
拡
大 

し
た
事
。
©

、.
都
市
人
.ロ 

(

漁

村

等

を

含

む

：、

正

確

に

は

非

農

業

人

口

)

.
を

農 

.

業
人
口
の1:

一
割
と
し
た
点
。
以
上
の
四
つ
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
仮
定I

に
つ
い
て
み
る
と
、
た
し
か
I

れ
は
正
確
で
あ
る
と
い 

う
保
証
は
な
.
い
。.
い
か
な
る
人
口
調
査
で
も
、
正
確
な
数

字

を

摑
み
え
な 

い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
誤
差
の
率
を
考
え
.る
と
、
こ
の
人
ロ
数
は
、
 

実
際
の
人
ロ
数
を
下
廻
る
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

こ
の
こ
と 

は
、
全
国
の
人
口
数
を
低
目
に
見
積
る
結
果
と
な
ろ
う
。
た
と
え
、丈
、
も 

し
そ
れ
が
現
実
の
人
口
数
の
八
割
し
か
把
握
し
：て
い
な
か
つ
た
と
す
れ

ば
、
全
国
人
口
の
推
計
値
は 

一
•

ニ
五
倍
さ
れ
ね
ば
な
.
ら
な
.い
。

に
マ
い
て
は
'

モ
デ
ル
が
年
代
.
場
所
を
異
に
す
る
信
濃
国
一
農
村
の
も
の 

で
あ
る
と
い
う
嗔
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
示
し
.
た
.如
く
、：
 

C

の
?;

ア
ル
は
、
高
出
生
率
•

.高
死
亡
率
の
下
で
、
し
か
も
急
速
な
人
ロ
塯
加 

が
続
け
ら
れ
て
い
る
時
の
年
令
階
級
別
モ
デ
ル
で
あ
る
.
か
ら
、

末
広
が
り
の
状
態
が
著
し
い
。.

と
い
う
こ
と
は
、

労
働
年
令
人
口
の
比
率
が
少 

.

く
こ
れ
を
あ
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
速
見
郡
の
全
体
の
人
口
数
は
、
過
大
に
推
計
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
：が
強
い
。
ま
た
男
女
比
の
問
題 

を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
の
影
響
す
る
範
四
も
プ
ラ
ス
.

マ
ィ
ナ
ス
一
割
以
内
で
あ
ろ
う
.0
, 

©

に
関
し
て
言
う
と
、.
ま
ず
、
そ
の
石
高
を
決
定
す
る
検
地
は
、
少
く
と
1
も
豊
後
に
関
し
て
は
前
掲
の
初
期
検
地
の
三
つ
の
型
の
内
、
り
型
に 

.

学
る
典
型
的
な
太
閤
検
地
で
、
制
度
的
に
も
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
豊
前
に
い
て
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ 

る
根
拠
は
あ
り
、
.

総
.
じ

て

石

高

算

定

は

、

全

国

的

水

準

か

、
.
そ

れ

以

上

■

.の

も

の

で

あ

っ

た

こ
と
が

窺
わ
れ
^?)

。
問
題
は
、
C

の
地
域
が
九
州
と
い 

う
辺
境
に
あ
る
こ
と
だ
が
、
.畿
内
を
中
心
と
す
る
一
握
り
の
先
進
地
域
に
対
し
、
当
時
の
日

本
の

大
部
分
は
後
進
又
は
中
間
地
域
に
属
す
る
わ
け 

だ
か
ら
.

全
国
人
口
推
：
^

U

際
し
て
、
こ
の
地
域
の
例
は
、
決
し
て
例
外
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
。
.

最

後

つ
い
て
は
、
郎
市 

人
口
1
1
割
と
い
う
説
は
、
過
大
で
は
あ
っ
て
も
過
少
で
は
.
な
い
こ
と
は
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
.

か
く
し
て
四
つ
の
仮
定
の
内
、
卜
は
全
国
人
口
の
推
計
を
低
目
に
す
る
結
果
を
も
た
ら
.す
と
.
し
^
/

も
、X

X
、

妈
は
明
ら
か
に
岛
大
こ
•堆
計
す 

る
可
能
性
を
与
奢
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互y

あ
る
程
靡
済
さ
れ
、
推
計
に
際
し
て
の
誤
差
の
範
囲
は
、
そ
れ
管
大
き
い
も
の
で
は
な
く 

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仮
に
最
大
の
誤
差
を
見
積
っ
て
も
三
割
以
上
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
.
し
ろ
問
題
は
㈢

で
、
も
し
後
進
地
帯
農
村
で 

の
^

高
対
人
ロ
比
と
.
、
先
進
地
帯
農
村
で
の
そ
れ
と
の
間
に
顕
著
な
差
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
国
推
計
の
サ
ン
，.プ
ル
と
し
そ
は
不
適
当
と
い
う
こ 

と
に
な
る
ノ
同
様
吖
資
料
に
よ
る
分
析
が
他
の
地
域
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
が
し
こ
れ
に
つ
'
い
て
の
筆
者
の
見
'1

レ 

は
先
進
地
帯
で
は
、
石
高
に
対
す
る
人
口
の
割
合
は
、
後

進

馨

よ

り

寧

大

き
V

」

と
が
予
管
れ
る
の
で
f

が
、
逆
に
.
、
豊
前
•
豊
後 

よ
り
さ
らU

後
進
の
地
域
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
こQ

地
域
の
石
爵
人
口
比
は
、.
全
国
平
均
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
と
考

え

る

。

小
I

人
畓
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 
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'

以
上
の
霞
定
の
検
討
か
ら
；
こ
こ
に
推
計
し
た
数
字
は
、
ミ
ニ
マ
ム
と
マ
キ
シ
マ
ム
の
幅
は
.
大
き
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
を
持 

つ
と
し
て
よ
し
/

ノ
く
も
、

一
A

〇
〇
万
石
"

一： .

八
〇
〇
万
人
説
よ
り
は
根
拠
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
■。
今
後
の
研
究
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
幅
を 

次
第
に
縮
d

し
て
行
く
で
あ
ろ
う
が
、.
現
在
の
研
究
段
階
で
は
、
こ
の
度
の
推
計
に
甘
ん
じ
な

-t

れ
ば
な
ら
な
い
。

:
さ
て
、
こ
の
よ
うk

.

し
て
推
計
さ
れ
た
結
果
は
何
を
意
味
す
る
の
塞
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
れ
を
享
f

人
口
数

と

つ
な
げ
て
考
え
て
み
る
と
、
 

従
来Ijllu

わ
3

て
来
た
徳
ヵ
時
代
の
全
国
人
口
の
趨
勢
に
関
す
る
一
つ
の
説
、
即
ち

前
半
に
は
急

速

な

増
加
、
後
半
に
は
停
滞
乃
證
増
加
率
り
純 

化

と

い
.

う
通
説
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
よ
り
強
化
徹
底
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
修

正

さ

れ

た
_
增

加

率

尤
、

^

，
て

b 

り
え
な
い
醫
い
も
の
で
は
な
く
、
可
能
性
と
し
て
は
十

分

れ
る
範
囲
内
の
も
の
2

る
。
じ
か
し
、
明
ら
か
な
囊

は
、
も
し
こ
れ
、
、
"
 

正

し

い

と
す
る
な
ら
ば
、
徳
川
時
代
の
前
半
と
後
半
で
は
、
.人
口
の
趨
勢
に
明
ら
か
な
対

照

が

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ

う

い

っ
た
疼
実

を

ど 

う
理
解
す
れ
ば
よ
.1
>

の
だ
ろ
う
か
。
.

ま
ず
、
■前
半
に
お
け
る
急
遮
な
増
加
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
だ
ろ
う
。
僅
か
な
例
で
は
あ

る

が

、

わ

れ

わ

れ

が

知
っ
て
い
る
享
保
以
前
の
農 

村
人
ロ
変
動Q

個
別
的
な
潇
も

、
こ
の
震
の
増
加
の
あ
り
え
た
事
を
示
し
て

い
る
。
囊

は

、

こ
の
よ
う
な
農
村
に
お

け

る

増
大
に
都
市
の 

急
激
な
成
立
に
よ
る
都
市
人
口
の
急
速
な
増
大
が
加
え
ら
れ
、
年
率
一
％
前
後
の
高
増
加
率
が
続
い
た
と
み
る
べ
き
で

あ

ろ

う

。

要
す
る
に
、
人
口
増
大
を
抑
制
す
る
条
件
I

し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
平

和

が

管

、
耕
地
屢
は
増
大
し
、
城
下
町
を
主
と
す
る
都
！

形 

成
さ
れ
れ
ば
、
農
村
で
、
.
人

a

増
加
I

限
す
る
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い
。
.
そ
う
い
っ

.
た
社
会
的
•

経
済
的
条
件
が
人
S

大
を
実
現
さ
せ
る
外 

的
理
由
で
あ
っ
、た
。
し
か
し
、
響

は

、
む
し
ろ
そ
の
内
的
霞
I

調
し
て
お
I

い
。
そ
れ
は
し
か
も
、
議

経

営

の

変
化
と
密
接
に
結
び 

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
用
い
た
事
例
I

.

つ
迄
も
な
く
、_

こ
.の
時
期
に
お
け
る
後
進
地
帯
の
農
業
経
営
は
、
隸
厲
労
働
力
を
多
数
保
持 

す
る
農
奴
主
的
経
営
が
主
幹
と
な
っ
て
い
.

る
。
こ
れ
を
人
口
構
造
の
上
か
ら
み
る
と
、
労
働
年
令
人
口
に
お
け
る
有
配
偶
率
が
低
い
と
い
う
こ
と 

に
な
る
。
速
見
郡
の
人
畜
帳
は
、
そ
の
低
さ
を
証
明
し
て
い
る
。
有
配
偶
率
が
低
い
と
い
う
事
実
は
、
■

人
口
全
体
に
対
す
る
出
寒
を
K

め
.

る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
出
生
率
の
増
加
に
基
：く
急
激
な
人
口
増
加
は
起
ら
な
い
。
徳
川
以
前
の
社
会
は
お

そ

ら

く

そ

う

い
っ 

た
状
態
力
続
き
総
人
口
の
增
大
も
緩
慢
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
。
然
る
に
、
徳
川
時
代
に
.
入
り
，
こ
の
よ
う
な
農
奴
主
的
経
営
は
急
速
に 

解

体

ん

、

単

婚

小

家

族

，に

よ

る

小

経

営

、

す

な

わ

ち

''

家
族
労
働
力
を
基
幹
と
す
る
経
営
が
主
流
と
な
っ
て
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
労
動
カ
の
搏 

塵

が

、
そ
の
小
経
営
内
部
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、’
人
口
構
成Q

上
で
も
有
配
偶
率
は
上
S

、
従
っ
て
出
生
率
も
增
大
す
る
。
.死
亡
率

は
一
'

定
で
あ
っ
て
も
、
急
激
な
人
口
增
大
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
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广1)

た
と
え
は
数
多
く
の
す
く
れ
た
業
績
を
発
表
さ
れ
た
人
口
史
家
関
山
直
太
郎
氏
は
、
氏
自
身
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け

れ

ど

も

、

次

の

如

く
 

述
べ
て
居
ら
れ
る「

.天
正
時
代(

一
五
七
三
丄
五
九
ニ)

の
全
国
人
口
を
、
当
時
の
石-I

尚
千
八
百
万
石
よ
り
推
し
て
、
千
八
百
万
人
位
だ
っ
た
と 

概
算
し
て
い
る
人
も
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
当
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば……

」
(

同
氏『

近
世
日
本
の
人
口
構
造』

p

口
和
三
卜
三
年p

 
一
二 

頁)

こ
^
?に
‘よ
り
同
跃
は一.

八
0

0
万
石=

1

八
0
〇
万
人
_
を
暗
黙
の
内
に
も
認
め
ら
れ
て
い
.た
こ
と
、
少
く
と
も
、
積
極
的
に
^I

定
さ
れ
て
い
な
か
っ 

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
'
こ
の「

概
算
を
し
て
い
る
人
'-
-

と
は
吉
田
衆
伍
氏
を
指
し
，て
い
る
。
同
氏
は『

維
新
史
'
講』

(

ヒ
正
匕
年
4)

で
、
享
保
又
は
そ
れ
以
後
の
全
国
石
高
数
と
、
全
国
.人
口
数
が
一
石
.一
人
の
比
例
関
係
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
概
算
を
行
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
ま
た
、
ご 

く
最
近
の
®
究
で
も
パ
い
ら
れ
て
い
る
。
梅
村
.又
次
氏
：が
担
当
さ
れ
た
調
迤「

徳
川
時
代
の
人
ロ
趨
勢
と
そ
の
規
制
耍
因」

(

経
済
研
究一

六
ノ
ニ
所
収 

.叩
羽
四
〇
年)

は
、
人
口
史
研
究
に
新
し
い
方
向
を
打
ち
込
ま
ん
と
す
る
す
ぐ
れ
た
業
績
で
あ
る
が
、
徳
川
初
期
の
全
国

人
口
数
に
つ
い
て

ル_
-

そ
の
推 

S

は
決
し
て
こ
の
調
迹
のE

的
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ—

や
は
り
吉
田
東
伍
以
来
のj 

<
〇
〇
万
石=

1

八
〇
〇
万
人
説
に
依
っ
て
い
る
。「

吉
田
氏
は 

天
正
年
間
，

(
一

五
七
三
丨
九
二
年)

の
全
国
人
口
を
当
時
の
石
高
一
八
〇
〇
万
^
よ
り
推
し
、
一
八
〇
〇
万
人
位
だ
っ
た
ろ
う
と
の
説
を
立
て
て
お
ら
れ 

る
。
当
ら
ず
と
も
遠
か
.ら
ず
の
概
算
と
い
え
よ
う
。」

(

ー
三
八
頁)

「

ま
た
、
吉
田
氏
が
天
..正
年
間
の
全
国
人
口
を
、.
当
時
の
石
高
か
ら
一
八
〇
〇

万
人
と 

拊
算
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

第
之
表
の
デ
丨
タ
，は
、
こ
.う
し
た
推
矩
の
義
が
た
ん
な
る
机
上
の
計
算
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆 

し
て
し
るJ 

(

一
 

三
九
頁)

因
み
に
第
2
表
の
デ
ー
タ
と
い
う
の
は
、
同
論
文
一
三
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
1
享
保
以
前
の
金
沢
藩
以
下
十
五
'1
の
人
.ロ
数 

変
化
の
表
で
あ
る
。

(

J

速
水
佐
患
子「

太
閤
検
地
の
実
施
過
程」

(

地
方
史
研
究
第

六

五

号

所

収
昭

??
一
一
十
八

$

ハ
3

討
し
く
は
ね
稿「

近
世
初
姒
の
検
他
と
本
百
姓
身
分
の
形
成

-
慶
長
六
年
紀
州
検
地
帳
の
研
究

-」
(

三
|1
1
学
会
雑
訪
四
十
九
ノ
ニ
_̂
陕
梠
和

.

.
三
十
一
年)

参
照
。
：
 

. 

I

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
德
川
初
期
全
国
人
口
推
計
.の

試

み

.

三

三(

ニ
五

三

)



、

，n

 

>ご
，
 

' 

三

四(

ニ
五
四)

_

顏

_

_

_

塌

|

|

|

.
亍
四
倍
に
達
し
て
い
る
。

1

村
•
小
森
村
の
場
合
、
慶
長
検
地
の
石
高
は
天
正
検
地
の 

つ
い
て
,(

同

五

十一.

の
I

 

五
十
一
の
三
所
収
昭
和
三
十
I

お
ょ
び
•「

紀
州
熊
野
一
挨
に

六
九
ノ
八
•
九
所
収
I

蒙

)

で
は
、

こ
の
ょ
ぅ
な
立
場
か
ら
、
従
来
の
諸
説
を
批
判
し
、' 
氏

(

6)

掲
_

1

討
し
て
来
た
I

I

、
畑
は
、
天

歷

で

は

「

ひ

そ

^

?

)

.
関
山
直
太
郞
、
前
掲
書
、
.

一
一
三
九
頁
。

ま
た
、
享
！

! f
I i
r

I l
p

p

;

i

H

l l
l l
2

る
。

f

 維
|

、
地
域
！

て
は 

l

r

J

 
幻 

(

.
9

)

速
水
I

子
、

I

I

よ

。

I

，

木
ル
ー
l

:

p「

f

 

f

 

I舊

人

口

着

f

一
 

霞

」

I

)

。

_

.

•

五

む

'

す

.
び

2

、
小
倉
藩
人
畜
鑛
を
人
口
史
f

し
て
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
み
た
。
I

、
人
畜
改
帳
の
I

I

の

は

、

以

上

に

I

 

る

け
て

は

な
I

何
ょ
り
も
そ
れ
は
人
畜
改
帳
で
、
牛
囊
等
に
つ
.
い

て

の

.
襲

を

見

落

す

わ

け

に

は
行

か

な

い

。

特
に
、I

I

の

型

と
 

牛
馬
数
の
関
係
、
石
高
、
人
口
と
牛
馬
数
の
量
的
関
係
等
の
考
察
は
、
是
非
と
も
実
現
さ
せ
た
い
も

の

で

あ

る

。
し

か

し

、

本

稿

で

は
、
'

専

ら

考

.

.

.漸
く
緖
に
つ
い
た
ば
か
り
の
、
徳
川
時
代
の
人
口
史
研
究
で
き
か
ら
、
全
体
と
.し
て
の
結
論
を
下
す
こ
と
は
勿
論
で

I

い

。

本

稿

で

得

た

も
の
も
.結
論
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
今
後
研
究
を
進
め
る
に
際
し
て
の
教
訓
と
い

う

べ
き

で

あ

ろ

う

。

第
四

節

で

試

み

た

全

国

人

口

の

推

計 

も
勿
論
試
論
の
域
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、今
後
の
よ
り
精
密
な
個
別
的
検
討
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
推
計
，の
結
果
は
、
徳
川
初
期
の
全
国
人
口
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
一
八
〇
〇
万
人
よ
り
、
か
な
り
少
く
な

っ
た
。
足
来
3
 

説
の
根
拠
と
い
う
の
は
、
徳
川
時
代
の
全
国
石
高
と
人
口
と
が
享
保
以
後
ほ
ぽ
正
比
例
の
関
係
ね
，あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
初
期
に
ま
で
遡 

及
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
の
推
計
は
、
い
く
つ
か
の
仮
定
4

設
け
た
上
で
、
囂

•
豊
後
の
事
例
を
全
国
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
仮 

定
は
少
く
も
今
の
と
こ
ろ
、仮
定
で
し
か
な
い
が
、
全
国
人
口
を
過
大
に
評
価
す
る
性
質
の
も
の
と
、
過
小
に
評
価
す
る
も
の
と
が
あ
る
か
ら
、
 

1-i.

者
は
相
殺
さ
れ
る
か
.

又
は
誤
差
の
範
西
は
狭
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
は
、
通
説
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
と
比
咬
す 

れ
ば
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
も
の
で
あ
f

v

,

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
し
.
そ
う
だ
と
す
る
と
、
徳
川
初
明
の
全
国
人
口ー

わ
れ
わ 

れ
が
今
後
I

す
る
い
わ
ば
出
発
点
に
お
け
る
人
.
P数—

は
、
一0

0
0

万
人
以
下
で
f

A

I

V

可

繼

が

出
V

I

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
■

、
享
保
期
の
全
国
人
口
調
査
が
、
讓

蹇

が

な

く

"
且
つ
三
〇
〇
万
乃
至
四
〇
〇
万
の
除
外
人
口
が
あ
っ
た
と
す
る
通 

説

を

零

れ

ば

、
初
期
の
增
加
率
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
人
口
.
の
こ
の
よ
う
な
急
速
な
増
加
は
.
可
能
で
あ
っ
た
の
か
？

：少
く
と
も
、
近
代 

的
医
療
、
公
衆
衛
生
等
の
発
達
が
な
く
、
生
活
環
境
の
改
善
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
社
含
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
増
大
が
可
能
で 

あ
っ
た
の
力
？

こ
の
疑
問
に
は
、
今
直
ち
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る
.

一
つ
の
鍵
と
し
て
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
小
家 

族
の
成
立
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
で
に
み
た
如
く
、「

下
人
1-

と
い
う
謙
属
的
労
働
力
で
は
、
婚
姻
の
傘
は
極
め
て
少
く
、
労 

働
力
の
再
生
度
は
著
し
く
困
難
で
は
な
か
っ
た
か
と
田
心
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
.

下
人
の
比
率
の
高
い
場
合
、
人
口
は
増
大
し
な
い
。
逆
に
そ
の
解
放 

が
行
わ
れ
れ
ば
増
大
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
徳
川
時
代
の
初
期
は
、ま
さ
に
そ
の
過
程
が
進
行
し
た
時
代
で
は
な
か
っ
た
の
か
？
ま
た
、
 

「

所
银」

が

. ^
成
さ
れ
、
領
主
に
よ
る
所
領
経
営
の
必
要
か
ら
、
領
域
内
の

_
_

あ

る

場
合
に
は
所

領

を

超
え
て_

_

農

業

生

産

.を

増

大

さ

せ

る 

い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
な
さ
れ
、
大
規
模
な
治
水
灌
溉
工
事
が
.
遂
行
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
、
新

田

開

発

を

大 

-
小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
徳
川
初
期
全
国
人
口
推
計
の
試
み 

：

三
五

(

ニ
五
五)



:

 

.

. 
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三

六(

ニ
五
六)

い
に
促
進
さ
.せ
る
と
共
に
、
他
方
、
既
存
の
耕
地
に
.

安
定
し
.た
生
産
能
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ

で

、

農
村
内

部

に

お

い

て
、

増

大

す
 

る
人
口
を
養
う
条
件
が
出
来
た
I

に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
都
市
の
成
立
で
，
そ
れ
I

麦
よ
る
城
下
I

s

代
表
さ 

れ
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
残
す
と
し
て
も
、.
人
口
.増
大
を
怎
ら
す
十
分
な
条
件
で
I

。
か
く
し
て
、
農
村
•
都
市
の
双
方
に
増
大
が 

も
た
ら
さ
れ
、
本
稿
で
示
し
.た
高
増
加
率
が
実
現
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
力
し
勿
論
以
上
の
説
明
は
へ
初
期
の
人
口
が
通
説
よ
り
少
く
、
そ
の
後
急
速
な
増
大
が
あ
っ
た
と
し
て
も
.、
そ
れ
は
説
明
不
可
能
な
こ
と 

で
は
な
い
、
と

い

う
I

ま
り
、
'積
極
的
に
こ
こ
で
の
試
論
を
証
明
し
て
い
る

わ
け
で
は
'
な
い
。
そ
れ
に
は
、
同
様
な
検
討
が
い
く
つ

か
の

地
域 

に
お
い
て
I

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
I

。
同
I

史
料
が
-、
地
域
的
に
あ
る
麗
ま
と
ま
っ
て
い
る

例
と
し

て

は

、

他
に
巴
後
国
の
場

合
が
あ
り
、
米
沢
藩
の
史
料
も
畫
で
あ
る
。
年
代
を
寛
文
期
ま
で
下
げ
れ
ば
、
墨
藩
の
史
料
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
宗
門
改
帳
分

析

と

並

行

し

て

、

こ

の

よ

う

な

研

究

も

今

後

進

め

て

行

き

ヒ

^

》

 

'

,
 

.
 

. 

.

(

1)

寛
永
姐
の『

肥
後
国
人
畜
改
帳』

、
沐
沢
藩「
邑
鑑
じ(

米
沢
市
立
図
雲
蔵
丨
慶
長
期
と
推
定
.

)

、
寛
文
期
の
’『

尾
張
国
村
々
覚
書』

。

消
費
者
余
剰
の
理
論
^
^
展
望

名

寛

明

In

概
念
と
測
度 

f
f
l基
本
的
測
度 

IV
厚
生
基
準 

V
.
総
体
条
件
と
の
関
連 

VI
結

語

•

I

序

経
済
的
厚
生
の
最
大
化
の
た
め
の
条
件
と
し
て
ヒ

ッ

ク

ス〔

57〕

が
掲
げ
た
三
個
の
条
件
、
限
界
条
件
•
安

定

条
件
お

ょ

び

総

体

条

件

の

中
で 

前
二
者
、
特
に
限
界
条
件
に
つ
い
て
は
か
な
り
包
括
的
.な
研
究
が
な
さ
れ
、
多
く
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
き

た

が

、

総
体
条
件
に
関
し
て
は
比 

較
的
に
わ
す
か
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
.哀

的
な
部
分
厚
生
経
済
学
的
な
翼
者
余
剰
に
ょ

る

取

扱

い

(

ヒ
ッ
ク
ス
3

)

や
若 

干
の1

般
的
分
析
.

(

ホ
テ
リ
ン
グ〔

17〜

19〕
)

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
"
消
費
者
余
剰
と
い
ぅ
分
析
用
具
に
つ
い
て 

'

消
費
者
余
剰
の
理
論一

-展
望 

. 

三

七

(

ニ
五
七)
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